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今月の記事
施政方針
読書感想文・画コンクール
タウンミーティング
行政報告
ほか

あきた舞妓と一緒に
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●
人
事
評
価
制
度
の
適
切
な
運
用
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
ッ

プ
、
組
織
の
活
性
化
を
図
る
。

●
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
阿
仁
地
区
の
不
感
地
帯
を

解
消
す
る
た
め
、
新
た
な
送
信
局
を
設
置
、

引
き
続
き
普
及
率
向
上
の
た
め
取
り
組
む
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
、
国

及
び
県
の
動
向
を
踏
ま
え
、
感
染
の
予
防
に

万
全
を
期
す
。

●「
第
２
次
北
秋
田
市
総
合
計
画
」
は
前
期
計

画
の
精
査
・
検
証
を
図
り
後
期
計
画
を
策
定
。

●「
北
秋
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
を
検
証
し
第
２
期
戦
略
を
新
た
に

策
定
。「
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
」
な
ど
の

計
画
を
新
た
に
策
定
。

●
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系

の
構
築
を
目
指
し
、「
北
秋
田
市
地
域
公
共

交
通
再
編
実
施
計
画
」
を
策
定
。

●
国
勢
調
査
を
は
じ
め
、
製
造
事
業
所
を
対
象

と
し
た
工
業
統
計
調
査
、
経
済
セ
ン
サ
ス
活

動
調
査
準
備
等
を
実
施
。

●
旅
行
商
品
の
セ
ー
ル
ス
や
運
賃
助
成
等
を
継

続
し
大
館
能
代
空
港
の
利
用
促
進
に
向
け
た

事
業
を
展
開
。

●
ふ
る
さ
と
大
使
を
最
大
限
活
用
し
た
「
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
を
推
進
。

●
移
住
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
型
の
移
住
体
験
を
実
施
。

●「
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
」、「
移
住
者
住
ま

い
応
援
助
成
事
業
」
を
継
続
。

●
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地
域
お
こ
し
協

力
隊
）
が
移
住
者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど

を
実
施
。

●「
出
会
い
創
出
イ
ベ
ン
ト
」、「
結
婚
生
活
応

援
事
業
」
を
継
続
。

●
経
常
損
失
額
２
億
円
以
内
と
す
る
目
標
達
成

に
向
け
、
会
社
や
県
、
仙
北
市
と
連
携
し
、

各
種
事
業
を
実
施
。

●
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
保
育
園
へ
の
ふ
る

さ
と
教
育
補
助
、
高
校
生
定
期
券
補
助
等
に

よ
り
、
利
用
者
の
確
保
に
努
め
る
。

●
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、
事
務
事
業
の
精

査
や
経
費
節
減
な
ど
を
通
し
て
、
健
全
財
政

の
維
持
を
図
る
。

●
施
設
の
有
効
活
用
を
基
本
に
整
理
統
合
や
廃

止
を
検
討
し
、
処
分
可
能
な
遊
休
資
産
は
積

極
的
に
売
却
等
に
取
り
組
む
。

●
電
算
シ
ス
テ
ム
は
、
シ
ス
テ
ム
の
安
定
稼
働

や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
向
け
取
り
組
む
。

●
地
籍
調
査
事
業
は
、
平
成
27
年
度
よ
り
鷹
巣

地
区
の
調
査
を
再
開
し
て
お
り
、
事
業
の
早

期
終
了
を
目
指
し
取
り
組
む
。

●
納
税
者
の
立
場
に
立
っ
た
適
正
な
課
税
と
徴

収
に
努
め
、
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
、
き

め
細
か
な
納
税
相
談
を
実
施
。

●
３
Ｒ
活
動
を
推
進
し
、
き
れ
い
で
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

●
本
年
４
月
か
ら
本
稼
働
す
る
「
し
尿
処
理
施

設
」
の
適
正
か
つ
安
全
な
運
転
に
努
め
る
と

と
も
に
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
。

●「
米
代
流
域
衛
生
セ
ン
タ
ー
」の
解
体
を
行
う
。

●
交
通
安
全
及
び
防
犯
対
策
の
啓
発
活
動
を
強

化
、
地
域
ぐ
る
み
の
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
る
。

　
●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
努
め
、
コ

ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
や
窓
口
支
援
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
、
市
民
が
利
用
し
や
す
い
窓
口

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

●
福
祉
医
療
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
校
生
、
ひ
と

り
親
、
重
度
心
身
障
が
い（
児
）者
な
ど
の
経

済
負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
助
成
を
継
続
。

●
障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
不
安
を
感
じ

な
い
よ
う
各
相
談
支
援
事
業
所
と
連
携
し
、

適
切
な
情
報
提
供
や
個
別
支
援
を
行
う
。

●
障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
の
拡
充
や
生

涯
学
習
事
業
の
参
加
推
進
を
図
る
。

●
子
育
て
支
援
と
し
て
第
１
子
誕
生
世
帯
に
対

し
子
育
て
応
援
記
念
品
を
贈
呈
す
る
ハ
ッ

ピ
ー
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
事
業
を
新
た
に
開
始
。

●
子
育
て
関
係
機
関
と
更
に
連
携
を
強
化
し
な

が
ら
、
切
れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
目

指
し
、
経
済
と
心
身
の
両
面
か
ら
様
々
な
子

育
て
支
援
策
を
講
じ
る
。

●「
北
秋
田
市
保
育
所
民
営
化
基
本
方
針
」
に

基
づ
き
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
あ
い
か
わ
保

育
園
を
民
間
へ
移
管
す
る
ほ
か
、
私
立
保
育

園
に
対
す
る
安
心
環
境
整
備
補
助
金
の
創
設
、

専
門
業
者
に
よ
る
遊
具
の
点
検
、
一
斉
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
、
延
長
保
育
補
助
金
の
拡

充
な
ど
に
よ
り
、
保
育
環
境
の
充
実
や
保
育

の
質
の
向
上
に
取
り
組
む
。

●
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生

活
支
援
を
包
括
的
に
提
供
す
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
強
化
。

●
互
助
、
共
助
を
促
す
地
域
づ
く
り
、
生
活
支

援
サ
ポ
ー
タ
ー
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育

成
。

●
地
域
ケ
ア
会
議
や
住
民
の
多
様
な
つ
な
が
り

を
基
点
と
し
た
支
え
合
い
推
進
の
た
め
、
協

議
体
を
組
織
し
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

き
め
細
か
な
対
応
を
推
進
。

●
介
護
保
険
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
介
護
保
険

制
度
を
適
正
に
運
用
。

●
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
「
北
秋
田

市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
８
期
介
護
保
険
事

業
計
画
」
を
策
定
す
る
。

●「
北
秋
田
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
、
助
産
師
が
妊
娠
期
か
ら

相
談
に
応
じ
る
体
制
の
構
築
と
関
係
機
関
と

の
更
な
る
連
携
に
よ
り
、
安
心
し
て
出
産
・

子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

●
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
継
続
し
、
健
診
受
診

率
の
向
上
と
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
す
。

●
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
連
携
を
推
進
し
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
深
化
に
取

り
組
む
。

●
在
宅
医
療
の
要
と
な
る
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス

の
体
制
強
化
に
向
け
た
支
援
を
継
続
。

●
一
次
医
療
体
制
の
確
保
と
在
宅
医
療
診
療
体

制
を
強
化
す
る
た
め
、
新
規
開
業
や
後
継
者

育
成
等
へ
の
支
援
を
継
続
。

●
関
係
機
関
へ
の
医
師
派
遣
の
要
請
や
常
勤
医

師
奨
励
金
制
度
を
継
続
し
て
市
民
病
院
の
医

師
の
充
足
を
図
り
、
一
層
の
経
営
改
善
と
質

の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
。

●
水
稲
の
需
要
に
基
づ
い
た
生
産
と
、
園
芸
等

の
戦
略
作
物
の
生
産
拡
大
を
促
進
し
、
複
合

型
経
営
に
よ
る
収
益
性
の
高
い
農
業
経
営
体

を
育
成
す
る
た
め
、
国
や
県
並
び
に
市
独
自

の
助
成
事
業
な
ど
で
総
合
的
に
支
援
。

●
新
規
就
農
者
へ
の
資
金
支
援
や
経
営
法
人
化

と
併
せ
た
雇
用
就
農
対
策
な
ど
を
実
施
。

●
森
林
環
境
譲
与
税
事
業
の
森
林
経
営
管
理
制

度
に
則
り
、「
経
営
管
理
権
集
積
計
画
」
の

作
成
を
推
進
。

●
移
住
・
就
業
支
援
事
業
を
実
施
し
、
市
内
へ

の
移
住
と
定
住
促
進
を
図
り
、
企
業
の
人
材

確
保
に
繋
げ
る
。

●
新
規
出
店
者
へ
の
開
業
支
援
に
よ
り
空
き
店

舗
の
解
消
に
努
め
る
と
と
も
に
、
商
店
街
の

活
性
化
を
図
る
。

●
首
都
圏
に
お
け
る
特
産
品
の
販
売
促
進
を
図

り
、
新
た
に
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
世
界
文
化
遺

産
登
録
を
見
据
え
た
商
品
や
ふ
る
さ
と
大
使

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
を
活
用
し
た
特
産
品
開
発
へ

の
助
成
を
行
う
。

●
森
吉
山
を
中
心
と
し
た
観
光
振
興
で
は
、「
森

吉
山
の
樹
氷
」
を
核
と
し
た
誘
客
に
努
め
、

「
日
本
三
大
樹
氷
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り

組
む
。

●
小
又
峡
及
び
安
の
滝
の
歩
道
整
備
事
業
を
進

め
る
。

●
Ｄ
Ｍ
Ｏ「
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
や
「
函
館
・

津
軽
・
秋
田
広
域
観
光
推
進
協
議
会
」
等
で

地
域
間
の
観
光
資
源
を
広
域
的
に
連
携
し
観

光
誘
客
に
努
め
る
。

●
指
定
管
理
施
設
の
利
用
促
進
と
効
率
的
な
運

営
に
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、
計
画
的
な
改

修
、
更
新
、
見
直
し
等
を
図
る
。

●
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
更
新
や
観
光
案
内
機
能
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
２
次
ア
ク
セ
ス
の
確

保
等
を
図
り
、
観
光
誘
客
に
取
り
組
む
。

●
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
「
県
道
大
館
能

代
空
港
西
線
『
鷹
巣
西
道
路
』
及
び
『
大
館

能
代
空
港
IC
へ
の
接
続
区
間
』」
の
今
年
度

中
の
開
通
の
発
表
を
受
け
、
引
き
続
き
確
実

な
工
事
の
実
施
と
、（
仮
称
）
小
繋
IC
〜（
仮

称
）
今
泉
IC
間
の
令
和
５
年
度
の
開
通
に
向

け
て
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
整
備
促
進
に
つ
い

て
、
要
望
活
動
に
努
め
る
。

施
政
方
針

施
政
方
針

〜
市
民
が
主
役
の
も
り
の
ま
ち
〜

令
和
２
年
度

令
和
２
年
度

　
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
津
谷
市
長
が
令
和
２
年
度
に
お
け
る
主
な

施
策
と
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
津
谷
市
長
は
「
令
和
２
年
度
は
輝
け
る
北
秋
田
市
の
未
来
の
た
め
に
、
躍

動
感
あ
る
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昨
年
12
月
に
は
、
伊
勢
堂
岱
遺
跡

を
含
む
縄
文
遺
跡
群
の
世
界
遺
産
へ
の
推
薦
が
決
定
さ
れ
た
。ま
た
、本
年
は
私
に
と
っ

て
も
任
期
最
後
の
年
、
子
育
て
支
援
や
移
住
・
定
住
対
策
な
ど
充
実
し
て
き
た
こ
と
で

着
実
に
成
果
が
表
れ
て
き
て
い
る
。
３
期
目
の
集
大
成
と
し
て
手
綱
を
緩
め
る
こ
と
な

く
、
第
二
次
北
秋
田
市
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
の
総
括
も
合
わ
せ
市
民
が
主
役
の
も

り
の
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、
全
庁
が
一
丸
と
な
り
、
各
事
業
に
鋭
意
邁
進
し
た
い
」
な

ど
と
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。

　
財
政
課

　
財
政
課

　
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
総
務
課

　
総
務
課

　
総
合
政
策
課

　
総
合
政
策
課

　
税
務
課

　
税
務
課

　
都
市
計
画
課

　
都
市
計
画
課

　
商
工
観
光
課

　
商
工
観
光
課

　
市
民
課

　
市
民
課

　
福
祉
課

　
福
祉
課

　
生
活
課

　
生
活
課

　
医
療
健
康
課

　
医
療
健
康
課

　
農
林
課

　
農
林
課

　
高
齢
福
祉
課

　
高
齢
福
祉
課

各
課
ご
と
の

　
　
主
な
施
策
と
事
業
等
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●
南
鷹
巣
団
地
建
替
事
業
は
同
団
地
内
に
お
け

る
建
替
を
計
画
的
に
実
施
。

●
空
き
家
対
策
等
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
及

び
移
住
者
住
宅
支
援
事
業
を
継
続
実
施
。

●
狭
隘
道
路
等
の
改
良
工
事
を
計
画
的
に
行
う
。

●
生
活
道
路
の
側
溝
、
舗
装
及
び
交
通
安
全
施

設
の
維
持
工
事
の
実
施
等
、
適
正
な
維
持
管

理
の
対
策
を
行
う
。

●
橋
梁
及
び
ト
ン
ネ
ル
等
の
予
防
保
全
的
な
修

繕
を
継
続
実
施
。

●
災
害
対
策
と
し
て
主
要
道
路
や
河
川
の
点
検

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
河
川
の
堆
積
土
砂

撤
去
等
に
よ
る
災
害
の
未
然
防
止
に
努
め
る
。

●
老
朽
化
し
て
い
る
除
雪
機
械
の
更
新
を
計
画

的
に
進
め
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
「
き
め

細
か
な
除
排
雪
」
を
推
進
す
る
。

●
水
道
局
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
窓
口
業
務

を
民
間
に
委
託
し「
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
。
公
営
企
業
と
し
て
の
機
動
性
、
弾

力
性
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
、
市
民
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
。

●
新
鷹
巣
浄
水
場
が
本
稼
働
と
な
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
安
全
な
水
の
安
定
供
給
に
努
め
る
。

●
水
洗
化
率
の
向
上
及
び
快
適
で
衛
生
的
な
生

活
環
境
の
確
保
と
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全

を
図
る
。

●
大
規
模
な
気
象
災
害
な
ど
の
有
事
に「
自
助
」

「
共
助
」
が
発
揮
出
来
る
よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
力
を
上
げ
る
た
め
の
支
援
に
取
り
組
む
。

●
火
災
予
防
へ
の
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、

防
火
対
象
物
及
び
危
険
物
施
設
の
法
令
違
反

に
対
す
る
指
導
を
徹
底
す
る
な
ど
、
予
防
体

制
の
推
進
を
図
る
。

●
救
命
率
向
上
の
た
め
、
市
民
に
対
す
る
応
急

手
当
の
普
及
啓
発
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
医
療
機
関
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
連
携
し

て
、
病
院
前
救
急
医
療
体
制
の
高
度
化
を
図

る
。

●「
ネ
ッ
ト
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
を

新
た
に
導
入
し
、
緊
急
通
報
体
制
の
拡
充
を

図
る
。

●
消
防
団
と
常
備
消
防
と
の
連
携
訓
練
に
よ
り
、

技
術
の
向
上
に
努
め
、
幅
広
い
人
材
確
保
に

努
め
る
。

●
令
和
３
年
４
月
の
鷹
巣
中
央
小
学
校
と
鷹
巣

南
小
学
校
の
統
合
に
向
け
て
旧
鷹
巣
南
中
学

の
改
修
に
取
り
組
む
。

●
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
施
設
・
設
備

の
整
備
に
努
め
る
。

●
教
育
留
学
で
は
、
留
学
生
を
通
じ
て
本
市
の

教
育
環
境
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
、
関
係
人
口
の

増
加
に
繋
げ
る
。

●
学
校
給
食
の
地
場
産
食
材
の
使
用
に
努
め
、

安
心
・
安
全
な
給
食
の
提
供
と
食
育
指
導
に

取
り
組
む
。

●「
学
校
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
け
る
３
つ
の

基
本
方
向
に
向
け
た
各
種
施
策
に
つ
い
て
一

層
の
充
実
を
図
り
、「
次
期
学
校
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
す
る
。

●
将
来
の
地
域
を
担
う
人
材
育
成
の
た
め
、
郷

土
資
料
集
を
活
用
し
て
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い

　
を
よ
り
強
く
す
る
と
と
も
に
、
行
政
や
企
業
・

　
福
祉
施
設
等
と
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア
発
達
を

促
す
取
り
組
み
を
推
進
。

●
全
小
・
中
学
校
に
学
校
運
営
協
議
会
等
を
設

置
し
、
地
域
と
学
校
が
子
ど
も
の
成
長
に
向

け
た
目
標
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
生

か
し
た
教
育
活
動
の
一
層
の
充
実
に
努
め
る
。

●
本
年
４
月
に
開
校
す
る
統
合
鷹
巣
中
学
校
に

お
い
て
、
生
徒
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
を
進
め
る
。

●
学
習
機
会
を
提
供
し
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
の
参
加
な
ど
の
各
種
活
動
を
支
援
す
る
。

●
高
校
生
を
含
め
た
青
年
層
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や

行
動
を
活
か
せ
る
環
境
を
整
え
る
。

●
高
齢
者
大
学
等
の
学
ぶ
環
境
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
が
生
涯
に
わ
た
っ
て

学
び
続
け
る
活
動
を
支
援
。

●
鷹
巣
中
央
小
学
校
と
鷹
巣
南
小
学
校
の
統
合

を
見
据
え
、
統
合
校
の
児
童
ク
ラ
ブ
を
新
設

し
、
全
て
の
児
童
が
安
全
に
過
ご
せ
る
環
境

を
整
備
。

●
伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
含
む
「
北
海
道
・
北
東
北

の
縄
文
遺
跡
群
」
の
令
和
３
年
夏
の
世
界
文

化
遺
産
登
録
に
向
け
、
よ
り
一
層
国
内
外
へ

遺
跡
の
価
値
を
発
信
す
る
。

●
阿
仁
マ
タ
ギ
の
歴
史
と
知
恵
を
伝
承
し
、
観

光
資
源
と
し
て
国
内
外
の
方
に
来
訪
し
て
い

た
だ
く
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
、
日
本
遺
産

認
定
を
目
指
す
。

●
市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
合
川
公

民
館
の
建
替
え
事
業
を
進
め
る
。

●「
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
の
達
成

度
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
次
期
計
画
策
定

に
向
け
、
よ
り
多
く
の
方
々
の
意
見
が
反
映

で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

●
公
認
期
間
が
今
年
度
で
満
了
と
な
る
鷹
巣
陸

上
競
技
場
に
つ
い
て
、
第
３
種
公
認
継
続
に

向
け
、
必
要
な
備
品
補
充
や
施
設
整
備
に
取

り
組
む
。

●
体
育
施
設
の
付
帯
設
備
の
整
備
点
検
や
、
用

具
等
の
更
新
・
購
入
・
改
修
な
ど
適
切
な
管

理
を
行
い
、
各
教
室
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
を
通
じ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努
め
る
。

●
各
種
団
体
や
市
民
へ
の
的
確
な
情
報
提
供
に

よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
の
拡
充
を

図
る
と
と
も
に
、
幅
広
い
年
代
に
お
い
て
多

種
多
様
化
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推
進
。

●
30
回
記
念
大
会
と
な
る
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ

ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
向
け
、
実
行
委
員
会

等
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
を
強
化
す
る
。

●
８
年
目
と
な
る
２
０
２
０
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

に
引
き
続
き
参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
健

康
づ
く
り
と
地
域
と
の
連
携
強
化
を
推
進
。

●
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
を
図
る
た
め
学
校
や

北
秋
田
市
体
育
協
会
、
関
係
団
体
等
と
連
携

し
、
競
技
力
の
向
上
に
取
り
組
む
。

●
実
業
団
等
の
合
宿
誘
致
に
よ
る
合
同
練
習
・

教
室
等
の
開
催
や
ふ
る
さ
と
大
使
の
押
尾
川

親
方
に
よ
る
相
撲
教
室
を
開
催
す
る
。

　
学
校
教
育
課

　
学
校
教
育
課

　
生
涯
学
習
課

　
生
涯
学
習
課

　
消
防
本
部

　
消
防
本
部

　
上
下
水
道
課

　
上
下
水
道
課

　
建
設
課

　
建
設
課

　
教
育
委
員
会 

総
務
課

　
教
育
委
員
会 

総
務
課

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

上下水道課が再編され水道局が新設されます

・農業集落排水使用人数の変更
・下水道受益者負担金の調定、収納
・下水道受益者負担金の猶予業務
・排水設備申請の受理、確認、完了検査
・浄化槽に関する事
・下水道工事に関する事
・管路・処理場の維持管理に関する事

経営係
☎62‐1133
　 62‐2682

管理係
☎62‐1134
　 62‐2682

令和2年
4月の
機構改革

水道事業

これまでの上下水道課の業務が再編され、水道事業と下水道事業に分割され
それぞれ担当部署が変わります

下水道事業

建設部都市計画課
下水道係（森吉庁舎）

水道局
（宮前町庁舎2F）

お客様センター
（宮前町庁舎1F）

☎67‐6052
　 62‐2681

・水道（下水道）使用開始、中止の受付
・水道（下水道）料金算定、収納、滞納整理
・水道メーター検針
・使用状況、料金に関する問合せ窓口
・漏水に関すること

業務内容

業務内容

　水道料金や下水道等（農業集落排水、浄化槽）使用料などの納付
方法は、これまで市役所や金融機関での窓口払い、または口座振替
でしたが、４月からはコンビニエンスストア（以下コンビニ）や東
北管内のゆうちょ銀行（郵便局）、スマホアプリでも納付できるよ
うになります。納付書に記載されたコンビニの営業時間内なら全国
どこでも利用できます。忙しい方や市外に住まわれている方には大
変便利になります。ぜひご利用ください。
　なお、３月末の検針のときに投函された納入通知書（バーコード
無し）はコンビニ等で利用できません。次回（４月末の検針）より
利用可能なバーコード付きの納入通知書を投函いたします。

○利用できる市内店舗
セブンイレブン、ローソン、ファミリーマート、デイリーヤマザキ、
ツルハ
○利用できるスマホアプリ　支払秘書、PayPay、LINEPay

〔納入通知書・水道料金等のお知らせ〕が変わります
　令和２年４月発送分から、水道料金などの支払いに使用する納入
通知書とメーター検針時に発行する水道料金・下水道等使用料のお
知らせのデザインが変わります。
　また、検針時に投函する場合の納入通知書は、コンビニ収納に対
応した感熱ロール紙（横長）タイプに変わります。いっしょに投函
される水道料金等のお知らせ（縦長）では納付できないのでご注意
ください。問い合わせ先

北秋田市水道お客様センター　☎67‐6052

４月から水道料金などの
コンビニ納付が始まります

感熱ロール紙（横長）タイプ

納付書ハガキタイプ

メーター検針時に発行する水道料金・
下水道等使用料のお知らせ

☎72‐5248　　 72‐9831
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令
和
２
年
度
予
算
は
、
第
２
次
北
秋
田
市
総
合
計
画
の
前
期
計
画
最
終
年
度
と
な
る
こ

と
か
ら
、
市
の
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
住
民
が
主
役
の
も
り
の
ま
ち
」
実
現
に
向
け
て
、

よ
り
効
率
的
、
か
つ
効
果
的
な
施
策
を
展
開
で
き
る
よ
う
精
査
を
行
っ
た
上
で
編
成
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
と
し
て
、
阿
仁
地
域
の
防
災
ラ
ジ
オ
整
備
や
鷹
巣
中
央
小
学
校
と
鷹
巣
南
小

学
校
の
統
合
校
舎
大
規
模
改
修
工
事
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
の
ほ
か
、
市
内
中
学

校
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
、
保
育
料
無
償
化
に
伴
う
対
応
と
し
て
、
新
た
に
第
１
子
誕
生

ハ
ッ
ピ
ー
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
事
業
や
一
昨
年
か
ら
の
継
続
事
業
で
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

活
用
し
た
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
計
上
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
は
こ
う
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

令
和
２
年
度
は
こ
う
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

一
般
会
計
は 

2
3
２
億
１
３
３
３
万
４
千
円

予
算
の
あ
ら
ま
し

歳出

一般会計予算の内訳【歳入のその他の内訳】
繰入金
使用料及び手数料
財産収入
環境性能割交付金
寄附金
地方特例交付金
ゴルフ場利用税交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
繰越金

19億1219万9千円
2億3292万9千円
8934万1千円
4616万8千円
3055万円

839万9千円
621万円
543万円

493万6千円
196万1千円
297万5千円

1千円

【歳出のその他の内訳】
議会費
労働費
予備費
災害復旧費
諸支出金

1億8860万7千円
2213万8千円
5000万円

3863万7千円
2億4952万6千円

歳 入

その他
23億4109万9千円
（10.0%）

分担金及び負担金
2億3796万6千円
（1.0%）

地方譲与税
3億3375万8千円
（1.5%）

国庫支出金
26億2703万2千円
（11.3%）

市税
29億
6368万
8千円

（12.8%）

地方消費税交付金
7億2094万2千円
（3.1%）
県支出金

13億5444万7千円
（5.8%）

地方交付税
97億5804万
5千円

（42.1%）

諸収入
6億5835万7千円
（2.8%）

総務費
22億2366万6千円

（9.6%）
総務費

22億2366万6千円
（9.6%）

教育費
25億2021万6千円
（10.8%）

農林水産業費
11億2712万6千円

（4.8%）

衛生費
26億

3866万円
（11.4%）

消防費
11億8074万4千円

（5.1%）

商工費
7億8358万9千円
（3.4%）

その他
5億4890万8千円
（2.4%）

         公債費    
26億9071万

5千円
  （11.6%）

民生費  
61億6996万

1千円
  （26.6%）

土木費  
33億2974万 

9千円 
  （14.3%）

市債
22億1800万円
（9.6%）

※病院事業会計、水道事業会計、下水道事業会計を除く。

（単位：千円）

一 般 会 計
国 民 健 康 保 険
国民健康保険合川診療所
介 護 保 険
介 護 サ ー ビ ス 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
下 水 道 事 業
特定地域生活排水処理事業
後 期 高 齢 者 医 療
阿 仁 診 療 所
米 内 沢 診 療 所

23,213,334
3,327,676
174,341
5,577,624
11,424

0
0
0

453,338
415,379
209,330
2,873
3,814
908
2

2,100
13,398
11,162
16,508
4,475

10,224,352
33,437,686

23,971,498
3,538,620
180,002
5,604,012
13,570
372,847
2,339,420
22,279
450,449
593,581
249,904
2,152
2,988
796
2

749
23,971
19,712
14,238
9,220

13,438,512
37,410,010

坊 沢
綴 子
　 栄 　
沢 口
七 日 市
米 内 沢
前 田
阿 仁 合
大 阿 仁

△ 3.2
△ 6.0
△ 3.1
△ 0.5
△ 15.8
皆減
皆減
皆減
0.6

△ 30.0
△ 16.2
33.5
27.6
14.1
0.0

180.4
△ 44.1
△ 43.4
15.9

△ 51.5
△ 23.9
△ 10.6

特　
　
　
別　
　
　
会　
　
　
計

財　
　
産　
　
区

区 　 分 ２年度予算額 元年度予算額

特 別 会 計 合 計

増減率（％）

24,330,241
3,367,699
174,378
5,722,008
13,570
360,718
2,160,332
22,279
435,439
573,328
249,486
2,898
8,808
1,296

2
749

20,648
19,775
9,063
9,079

13,151,555
37,481,796

当　初 当　初現　計 現　計

合 　 　 　 　 計

△ 4.6
△ 1.2
△ 0.0
△ 2.5
△ 15.8
皆減
皆減
皆減
4.1

△ 27.5
△ 16.1
△ 0.9
△ 56.7
△ 29.9
0.0

180.4
△ 35.1
△ 43.6
82.1

△ 50.7
△ 22.3
△ 10.8

主 な 事 業（一般会計）
第二庁舎空調設備改修事業
地籍調査費
ＲＰＡ試行導入事業
移住定住促進事業
出会い創出事業
結婚生活応援事業
自治振興費
防犯街灯電気料補助金
市街地循環バス運行事業
生活バス路線維持費等補助金
秋田内陸線運営費補助金
内陸線利用高校生定期券補助金
合川駅公衆トイレ改修事業
統計調査費
社会福祉協議会補助金
福祉の雪事業
森吉生活支援ハウス空調設備更新事業
障害者福祉費
医療給付費
子育てファミリー支援事業
ハッピーアニバーサリー事業
児童措置費
児童福祉施設費
児童館費

生活保護扶助費
保健事業費
予防費
母子保健事業費
子育て世代包括支援センター事業
ごみ収積所整備費補助金
ごみ収集運搬事業
クリーンリサイクルセンター等運営事業
し尿処理施設運営事業
北秋田市民病院負担金
移住・就業支援事業費補助金
多様な農業経営応援事業費補助金
青果物集荷体制支援事業費補助金
農地中間管理機構集積協力金
園芸メガ団地施設等整備事業補助金
農業用ハウス強靭化緊急対策事業補助金
ため池ハザードマップ作成事業
農地集積加速化基盤整備事業負担金
多面的機能支払交付金
有害鳥獣駆除事業
林道改良事業
林道橋長寿命化事業
森林環境譲与税事業
造林費

企業誘致対策費
日本三大樹氷ブランド化誘客推進事業
地域連携DMO観光振興事業
森吉山スキー場ゴンドラ設備等更新事業
道路維持費
道路新設改良費
防災・安全交付金事業
道路・橋梁等防災対策事業
住宅リフォーム事業補助金
南鷹巣団地建替事業
消防統合分署建設事業
小型動力ポンプ付軽四輪自動車更新事業
280MHz デジタル同報無線システム整備事業
防災ラジオ購入事業
小学校空調設備整備事業（設計）
統合小学校大規模改修事業
中学校空調設備整備事業
放課後児童クラブ整備事業
図書館・文化会館費
ふれあいプラザ費
鷹巣陸上競技場第３種公認更新事業
政務活動費交付金
地域おこし協力隊事業
キャラクター活用セールスプロモーション事業

9,941
39,180
2,310
12,005
1,980
3,100
60,574
2,434
10,992
81,816
119,700
13,389
4,788
24,830
30,000
16,125
59,333
987,795
271,006
2,325
2,361

1,295,788
390,663
27,255

661,717
66,803
54,338
23,393
1,625
900

124,857
306,443
179,456
736,708
2,000
3,000
6,000
40,128
14,562
589

25,003
25,000
177,791
10,397
32,143
14,850
18,761
53,098

11,329
2,499
49,778
128,036
649,014
415,384
701,008
188,000
24,710
246,293
12,415
14,204
131,849
9,900
11,985
575,650
18,700
146,077
61,572
42,515
34,289
4,339
34,292
15,028

（単位：千円）

令和２年度末各種基金残高見込額 歳入項目の用語解説

国の租税から市に配分された税
市が徴収する税
事業等のための市の借入金
国・県から目的により負担金、補助
金、委託金として交付される支出金
基金、特別会計からの繰入金

地方交付税
市 税
市 債
国・県支出金

繰 入 金

歳出項目の用語解説

高齢者、障がい者、児童福祉など福
祉全般の費用
道路などの建設費用
ゴミ処理、がん検診などの費用
市が事業のため借り入れたお金の返済金
職員、庁舎管理、選挙などの費用
学校、各種教育施設の整備、生涯学
習、スポーツ振興などの費用
消防防災などの費用
農林業などの費用
商工観光業振興などの費用

民 生 費

土 木 費
衛 生 費
公 債 費
総 務 費
教 育 費

消 防 費
農林水産業費
商 工 費

残高見込額
36億5568万8千円
11億4787万5千円

2176万6千円
5億5279万5千円

599万9千円
24億4866万7千円
4億8989万3千円
2億6963万7千円
4億77万5千円

1億1783万4千円
893万5千円
3734万4千円
1800万0千円
1061万5千円
8480万9千円

1億6245万9千円
94億3309万1千円

基金名称
財政調整基金
減債基金
まちづくり基金
地域福祉基金
中山間ふるさと水と土保全基金
地域振興基金
土地開発基金
国民健康保険財政調整基金
介護保険財政調整基金
学校施設整備基金
高額療養費貸付基金
奨学金基金
介護給付費等貸付基金
特別導入事業基金
森林経営管理基金
米代流域衛生センター解体撤去事業基金

合                     計
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市職員による出前講座を行っています市職員による出前講座を行っています市職員による出前講座を行っています
令和２年４月１日～令和３年３月31日
※12月28日～１月４日は除きます
午前10時から午後８時（土日、祝日も可能）
※記載時間はおおよその目安であり、受講者の
希望に対応します。

各公民館や町内会館など市内の施設
※会場の手配および準備・片付け、使用料（有
料の場合）は申込者の負担でお願いします。

原則10人以上で、北秋田市民を対象とします。
※特定の政治活動や宗教の布教活動、営利を目
的とした集会、苦情や要望を寄せるためだけ
の講座はお断りします。

申込書に必要事項を記入のうえ、実施希望日の
21日前までに生涯学習課または最寄りの公民
館に提出してください。（郵送・FAX・メール
でも受け付けます）

実施期間

時　間

会　場

対　象

申込方法

　出前講座メニューのほかに、開催を希望する講座内容が
ありましたらお気軽にご相談ください。

【お申込み・お問い合せ・ご相談】
北秋田市生涯学習推進本部事務局（生涯学習課内）
☎62‐1130　 　62‐1669
✉ be-syougai@city.kitaakita.akita.jp

①申込書を提出 ②申込書を送付

⑤報告書を提出

③講座開催の可否を連絡

申し込みから講座終了までの手順

④講座を実施

申 

込 

者

講
座
担
当
者

事
務
局

講　座　名　【所要時間】 内　　　　　　容

令和２年度　北秋田市「出前講座」メニュー

統計数値からみた北秋田市の
現状について 【60分】 各種統計結果等からみた北秋田市の現状と県内他自治体との比較について

北秋田市総合計画と総合戦略に
ついて 【60分】

北秋田市の将来像の実現に向けた施策の方向性を定めた総合計画と、地方創生
で策定する人口ビジョン及び総合戦略について

地域公共交通について
 【60分】 高齢者等の生活を支える公共交通の現状や今後の取り組みについて

移住・定住の取り組みについて
 【30分】 移住定住に向けた活動や移住者への支援制度について

北秋田市の財政状況について
 【60分】 北秋田市の財政状況について

マイナンバー制度について
 【60分～】

マイナンバー制度の概要やマイナンバーカードの交付、マイナンバーに便乗し
た不正行為に対する注意について

市税のしくみについて
 【60分～】

受講者の要望により、内容を決定します。
※講座開設は７月～ 11月までの期間とします。

戸籍制度のあらまし
 【60分】 戸籍制度の意義と変遷について

介護保険制度について
 【90分】 介護保険制度の説明／制度の概要／サービスの内容や利用手続き

介護予防講座
 【60分】

高齢者の皆さまが地域で元気にいきいきと暮らし続けられるよう、介護予防に
ついての講話や運動等の体験プログラムを実施

家庭ごみの分別について
 【40分】 ごみの分別とリサイクルについて

国民健康保険について
 【45分】 国民健康保険制度や各種申請などについて

在宅福祉サービスについて
 【50分】 介護保険制度以外の高齢者福祉サービスの内容や対象者の条件利用料について

№

8

9

3

4

7

5

6

2

1

10

11

12

13

内　　　　　　容

写真と映画で振り返る地域の歴史
（昭和の合併前の鷹巣地区を中心
として）
 【90分】

文化会館のホールを会場に、舞台の構造と照明や音響など、演劇・コンサート・
講演会等のイベント実務に必要な機器等の基本操作について

明治～昭和にかけての貴重な写真と映像で、地域の歴史を振り返ります。
昭和25年の鷹巣大火と都市計画／昭和39年に記録されたフィルム／旧記念グ
ラウンドでのバレー大会の記録フィルム（昭和30年代）／明治～大正にいたる
鷹巣小学校の集合写真／昭和22年鷹巣町への昭和天皇行幸　ほか

映画になった市ゆかりの文学作品
と作家たち
 【90分】

直木賞作家・渡辺喜恵子の生涯と
作品
 【90分】

北秋田市が舞台になった映画作品「季節風の彼方へ（1958年 東映／久我美子、
高倉健主演）」および「林檎の花咲く町（1963年 東宝／白川由美、高石かつ枝
主演）」について、原作者の佐藤鉄章と辻美沙子の文学世界および映画作品を映
像資料、音楽、写真等を用いて紹介します。

鷹巣出身の直木賞作家・渡辺喜恵子（1913‐1997）の84年の人生と、特に東
北の女性を主人公に描いた多くの作品を、写真や映像、書簡等の資料をもとに
分かりやすく解説します。
【作品の一部】「馬渕川（直木賞受賞作）」「みちのく子供風土記館」「原生花園」
「タンタラスの虹」「啄木の妻」「南部女人抄」

マタギの里を目指して
 【50分】

世界遺産講座
 【40分】 世界遺産を目指す伊勢堂岱遺跡について

日本の狩猟文化を代表する「阿仁マタギ」の世界観・知恵・歴史を学び、魅力
ある地域づくりについて

古代の北秋田史
 【40分】

西暦915年に起きた十和田火山大噴火と綴子の胡桃館遺跡との関係など、歴史
上の災害から学びます。

地域学校協働活動について
 【40分～】

地域全体で子どもの学びや成長を支え、学校を核とした地域づくりとしての地
域学校協働活動について、北秋田市の取り組みや活動状況等について

生涯学習のススメ
 【40分～】

生涯学習の意義や目的、いきがいづくり・仲間づくりに向けた公民館講座や高
齢者大学の紹介、学びを通じた地域づくりについて

家庭教育について
 【40分～】

子どもの健やかな成長を支えるための「家庭教育」の現状や課題、市の取り組
みなどについて

北秋田市の教育事情
 【60分】

北秋田市の小・中学校の学力等の状況、北秋田市の教育の目指すもの、解決す
べき課題など、北秋田市の学校教育について

防災講話
 【30分～】

防災講話（火災・地震等の災害）／自主防災組織等各種訓練（消火、避難、図
上訓練）
※受講者の要望に対応します。

雪下ろし事故防止
 【60分～】 雪下ろし事故防止対策／ロープ結索

救命救急講習
 【60分～】 応急手当方法について（応急処置や心肺蘇生法、AEDの使い方等）

防災講座
（災害リスク・防災ラジオ等）
 【40分】

自然災害に備えるため、役に立つ知識等を紹介します。
地域の災害リスク（土砂・洪水）を知る／自分の身を守るには／住民同志が助
け合う「自主防災組織」の結成と活動／市の取り組み（280MHz防災ラジオ等）

公共下水道の計画について
 【30分】 公共下水道の現状と今後の計画について

北秋田市の観光に関わる取り組み
について
 【60分】

インバウンド受入れ体制／森吉山の魅力／観光イベント／観光施設

障害者差別解消法について
 【40分】

平成28年４月に施行された「障害を理由とする差別の解消を推進する法律（障
害者差別解消法）」について
障がいとは何か／差別とはどのようなものか／どのように配慮し、対応すれば
よいのか／ヘルプマーク、ヘルプカードの取り組みについて

健康づくり講座
 【40分】 心身の健康づくり実践に向けた講話や体操等を実施

舞台の構造と操作の基本を学ぶ
 【90分】
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きらっとヒカル北秋田の企業・市長ダイアリー きたあきたの魅力発掘・ショーンの「私が見た北秋田」
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大川真吏さん（22歳）
まさふみ

　林業大学を卒業して組
合に入社し、丸２年にな
りました。自然相手の仕

事ですので、つらいこともありますが、
ようやく体も慣れ、機械操作も楽しく、
充実した毎日ですし、大切な仕事をし
ていると思っています。

北秋田市
地域おこし
協力隊

き
た
あ
き
た
の

vol.25

米倉信人隊員

ショーン
コリガン Kitaakita from My Eyes ＮＯ.44

　去年の12月になっても、年が明けて１月が過ぎても、
待ちに待った雪が降らず、今シーズンの大暖冬によっ
て、季節感が大きくずれてしまいました。
　穏やかな春風（冬なのに）に吹かれながら「でも一応、
冬だから」と思い、上着や長くつを念のために身に付
けた私は、どこかの漫才に出てくるような姿だったで
しょう。
　１月は４月のように暖かく、２月は半ばから12月
後半みたいな天候にさかのぼる感じ。今月は何月でし
たっけと、いまひとつピンと来ていない中（お手持ち
の「広報きたあきた」の表紙を参照していただければ）、
今回のコラムを執筆しております。

　そういった中で、市民スキー大会も雪不足により中
止となり、残念でした。市民の皆さんの頑張りを見る
機会がなくなったからです。
　雪を求めて、１人で（当時唯一雪のあった？）森吉
山に滑りに行ってきました。われわれ人間は自然の中
に暮らしていま
すが、本当に自
然の力にかない
ませんね。

暖　冬

★

　当組合は、平成17年４月、北秋田森林組合を
はじめ４つの森林組合が合併してできた組合です。
　6,600名程の組合員の方の森林の手入れから丸
太の生産・販売・製材等を行っています。
　６つの支所を拠点に、地域林業の発展に貢献す
べく事業を行っています。

大館北秋田森林組合

【会社概要】
◆所 在 地　北秋田市脇神字
　　　　　　佐助岱27番地２
◆主な事業　林業（森林造成・
　　　　　　伐木造材・製材等）
◆従業員数　103名
◆電話番号　0186‐62‐1664

何をしている会社？

会社のアピールポイントは？

きらっとヒカル
北秋田の企業 Vol.36

　木材価格が低迷している中、集約化をして補助
金を利用し、高性能機械により、低コスト化に努
め組合員の所得向上に努めるとともに、森林の多
面的機能の発揮と林業の成長産業化に向け、日々
取り組んでいます。

若手社員
の声

外観

プロセッサによる枝払い・玉切作業 クローラによる丸太搬出作業

　
３
年
前
の
５
月
に
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
着
任
し
、
間
も
な
く
３
年
。

協
力
隊
の
最
大
任
期
は
３
年
。
後
１

か
月
で
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
３
年
間
の
活
動
を
通
し
て
北
秋

田
市
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
、
思
い

を
残
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
移
住
・
定
住
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
、
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
３
年
間
で
移
住
者
も
着
実
に
増
え

て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
一
番
の
割

合
を
占
め
て
い
る
の
が
Ｕ
タ
ー
ン
で

す
。
秋
田
県
は
全
国
的
に
見
て
も
Ｕ

タ
ー
ン
の
割
合
の
多
い
県
で
す
。
子

育
て
環
境
の
良
さ
や
自
然
環
境
の
良

さ
な
ど
あ
る
と
思
い
ま
す
。
大
学
進

学
や
就
業
の
た
め
外
に
出
て
行
か
ざ

る
を
得
な
い
の
は
し
ょ
う
が
な
い
の

で
す
が
、
小
・
中
学
生
の
頃
か
ら
地

域
と
関
わ
り
を
持
ち
、
地
域
の
こ
と

を
考
え
る
こ
と
で
、「
い
つ
か
北
秋

田
に
戻
っ
て
来
た
い
」「
キ
ャ
リ
ア

を
積
ん
で
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
、
ま
ち
を

活
性
化
し
た
い
」
と
思
う
子
ど
も
た

ち
が
増
え
る
こ
と
に
繋
が
る
と
思
い

ま
す
。

　
移
住
・
定
住
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
以
外

に
は
、
ま
ち
の
活
性
化
を
と
の
思
い

か
ら
盆
踊
り
の
復
活
や
雑
談
カ
フ
ェ
、

地
域
行
事
へ
の
参
加
な
ど
を
行
い
、

幅
広
い
年
代
、
地
域
の
方
と
接
す
る

機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
を
言
う
人
も
い

ま
す
が
、
決
し
て
諦
め
る
こ
と
な
く

活
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
４
月
末
を
も
っ
て
退
任
し
ま
す
が
、

３
年
間
の
活
動
経
験
を
活
か
し
な
が

ら
、
地
域
へ
の
貢
献
を
忘
れ
ず
に
退

任
後
も
活
動

し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
３
年
間
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「マタギイズムの継承ツアー」にて

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

16
日（
日
）▽
市
長
と
語
ろ
う
！
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ〈
若
手
起
業
者
〉（
交
流
セ
ン

タ
ー
）▽
葛
黒
火
ま
つ
り
か
ま
く
ら
ご
神
木
点
火（
七
日
市
葛
黒
地
内
）

17
日（
月
）▽
北
秋
田
市
証
明
書
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー（
ロ
ー
ソ
ン
北
秋
田
住
吉
町
店
）

18
日（
火
）▽
秋
田
県
板
金
工
業
組
合
北
秋
田
支
部
定
期
総
会
懇
親
会（
縄
文
の
湯
）

19
日（
水
）▽
押
尾
川
親
方
と
の
面
会（
本
庁
舎
）

21
日（
金
）▽
木
村
信
郎
氏
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）▽
秋
田
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会（
市
町
村
会
館
）

22
日（
土
）▽
２
０
２
０
東
北
地
方
林
業
成
長
産
業
化
地
域
サ
ミ
ッ
ト（
秋
田
看
護
福

祉
大
学
）

23
日（
日
）▽
北
秋
田
の
お
ひ
な
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー（
阿
仁
ふ
る
さ

と
文
化
セ
ン
タ
ー
）

26
日（
水
）▽
第
４
回
北
秋
田
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会（
本
庁
舎
）

27
日（
木
）▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
初
日（
議
事
堂
）

28
日（
金
）▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
会
派
代
表
質
問（
議
事
堂
）

２
日（
月
）▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
一
般
質
問
１
日
目（
議
事
堂
）

３
日（
火
）▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
一
般
質
問
２
日
目（
議
事
堂
）

４
日（
水
）▽
百
歳
を
迎
え
る
戸
嶋
多
七
さ
ん
へ
の
祝
状
等
贈
呈（
つ
む
ぎ
の
彩
）

６
日（
金
）▽
晩
梅
特
産
品
開
発
事
業
完
成
報
告（
本
庁
舎
）

10
日（
火
）▽
地
域
お
こ
し
協
力
隊
吉
田
嵩
之
さ
ん
委
嘱
状
交
付（
本
庁
舎
）

12
日（
木
）▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
最
終
日（
議
事
堂
）

13
日（
金
）▽
北
秋
田
市
立
あ
い
か
わ
保
育
園
移
管
書
交
付（
本
庁
舎
）

◇
２
月
16
日
〜
３
月
15
日
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　証明書等コンビニ交付サービスオープニングセレモニーが、
2月17日にローソン北秋田住吉町店で行われ、住民票の写し
等の各種証明書がコンビニエンスストアで取得できるコンビ
ニ交付サービスがスタートしました。
　このサービスは、全国のコンビニエンスストア等の専用端
末でマイナンバーカードを使って各種証明書を取得できる
サービスです。
　オープニングセレモニーでは、津谷市長からのあいさつや
テープカットが行われたあと、デモンストレーションとして
津谷市長自ら専用端末を操作し、証明書を発行しました。

マイナンバーカードで全国で証明書可能
コンビニ交付がスタート交付

開始

　北秋田地域素材活用推進協議会「やってみよう！北秋田」
（☎82‐3231）から、パッケージを新たにした北秋田市のお
土産を詰め込んだ「マタギの玉手箱」が発売されました。
　この「マタギの玉手箱」には、阿仁みそ、あきたこまち、
クロモジ茶、山菜、りんご・しそジュース、あゆ甘煮、黒に
んにく、なつはぜジャムなどの北秋田市のおいしいお土産が
10品入っています。
　秋田内陸線鷹巣駅、阿仁合駅、角館駅などで販売されてお
り、玉手箱の中に入っている商品はそれぞれ単品でも買うこ
とができます。

「マタギの玉手箱」が発売開始
地元の特産がぎゅうと１つに特産品

発売開始

　合川小学校６年生の3人が、２月14日に市役所を訪れ、津
谷市長に「いぶりがっこ」の作り方や学習した成果を報告す
るとともに、5年目の取り組みで完成した「五代目合川小雅
香」を贈呈しました。
　同校は６年生の総合的な学習の一環として「阿仁川流域の
食文化の継承」をテーマにいぶりがっこの歴史、作り方、栄
養について学んでいます。
　報告に訪れた児童は「今年も６年生で作った。地域の人た
ちから協力してもらい、とてもおいしいいぶりがっこができ
ました」などと津谷市長に報告しました。

合川小学校「いぶりがっこ」贈呈
おいしいいぶりがっこが完成学習

成果

　北秋田市ふるさと大使であるハローキティと大太鼓せんべ
いのコラボ商品「ハローキティ北秋田大太鼓せんべい」が完
成し、その完成報告が３月６日に市役所で行われました。
　この日は合資会社晩梅（☎62‐1066）の高橋伸幸代表が
市役所を訪れ、津谷市長に完成を報告しました。完成につい
て高橋代表は「ハローキティはファンが多いが、一般事業者
がサンリオとコラボするにはハードルが高い。市から声をか
けてもらえたのはありがたかった」などと話されました。
　「ハローキティ北秋田大太鼓せんべい」は３月20日から、
晩梅の店舗や道の駅たかのすで販売されています。

かわいらしいせんべいが登場
ハローキティのコラボ商品完成！特産品

完成報告

　社会福祉功労者に対する厚生労働大臣表彰を受賞した木村
信郎さん（68歳・合川李岱）が、2月21日に市役所を訪れ
津谷市長に受賞報告をしました。
　木村さんは、平成４年から民生委員・児童委員として長年
活躍し、地域の人や他委員から多大な信頼を得ているほか、
北秋田市民生委員児童委員協議会の副会長として、その活動
の普及を図っています。
　受賞について木村さんは「このような賞をいただき、もう
少し頑張らないといけないと思う。地域の人たちが応援して
くれるのでやってこれた」などと話されました。

木村信郎さん厚生労働大臣表彰受賞
地域のための活動に尽力受賞

報告

　北秋田市民公開講座が、２月15日に文化会館で行われ、
約400人が参加し、健康や認知症について理解を深めました。
　公開講座は２部構成で行われ、第１部では合川にわか劇団
による「笑顔・さびしさもつながれば晴れになるPart2」と
題した演劇が行われました。方言を交えたコミカルな劇が披
露され、参加者は自分の健康について考えました。
　第２部では、デイサービスセンターあいらんどの認知症看
護認定看護師を務める安田智代先生による講演が行われ、認
知症の人の介護で大切な点、気をつけるべき点などを学び、
認知症についての理解を深めました。

令和元年度北秋田市民公開講座
楽しみながら理解を深める公開

講座

　第15回スノーキャンドルストリートinあにが、2月15日
に阿仁合駅周辺を会場に行われました。
　この日は日中から、市内保育園や中学校、地元住民などが
大勢集まり、阿仁合駅前や阿仁庁舎前に雪像や雪だるまをつ
くり、ろうそくを立てました。
　午後６時からろうそくに火が灯されると、阿仁合駅周辺は
温かな光に包まれ幻想的な風景が広がり、多くの人たちが写
真に収めようとカメラを構えていました。
　午後７時20分からは冬花火が打ち上げられ、会場を訪れ
た人たちは冬の夜空に咲いた大輪の花に見入っていました。

第15回スノーキャンドルストリートinあに
幻想的な光が町にあふれる地域

行事

こう

がっ
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平
川
義
昭（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

簾
内
照
光（
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
協
会
）

長
崎
義
男（
ユ
ニ
カ
ー
ル
協
会
）

髙
橋
与
四
雄（
野
球
協
会
）

松
岡
忠
義（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）

大
川
茂
光（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

三
浦
清
信（
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
協
会
）

髙
田
源
吉（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

長
崎
昇
子（
秋
田
北
鷹
高
）

【
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
】

石
澤
一
颯 

松
橋
芽
子 

藤
田
真
惺（
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
協
会
）／
佐
藤
悠
也（
秋
田
北
鷹

高
）

【
ス
キ
ー
】

森
川
栞
奈（
ス
キ
ー
連
盟
）／
畔
上
凛
花 

山
田
龍
輔 

山
田
智
子（
秋
田
北
鷹
高
）／

高
橋
冨
美
雄 

出
川
吉
弘（
ス
キ
ー
連
盟
）

【
陸
上
競
技
】

三
沢
菜
緒 

津
谷
咲
姫 （
鷹
巣
中
）／
堀
部

剛
生（
合
川
中
学
校
）／
小
松
兼
悟（
秋
田

工
業
高
）

【
野
球
】

清
水
香
潤 

鈴
木
康
介（
合
川
中
）／
山
田

柊
斗 

森
岡
大
翔 

島
崎
飛
向（
能
代
松
陽

高
）

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

西
宮
律
己 

西
宮
想
心 

杉
渕
忠
稀 

吉
田
夕

輝（
森
吉
中
）／
佐
藤
大
晴 

岩
間
大
輝（
秋

田
北
鷹
高
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

新
林
未
悠（
湯
沢
翔
北
高
）／
木
村
里
奈

（
秋
田
県
特
別
支
援
学
校
体
育
連
盟
）

【
バ
レ
ー
】

中
嶋
紗
也（
能
代
松
陽
高
）

【
卓
球
】

笹
渕
文
也 

太
田
昭
博 

安
部
貞
一 

小
笠
原

昭
子（
北
秋
田
市
卓
球
協
会
）

【
相
撲
】

津
谷
奏
夏（
鷹
巣
中
）／
柴
田
林
太（
阿
仁

中
）

【
柔
道
】

長
田
颯
史（
合
川
中
）

【
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
】

後
藤
叶（
能
代
工
業
高
）

【
空
手
】

宮
野
里
月（
能
代
松
陽
高
）

■
前
田
小
学
校（
相
撲
）

工
藤
悠
斗 

若
松
蒼
空 

佐
藤
元
気 

土
佐

倫
太
郎 

多
賀
谷
宗 

庄
司
葵

■
森
吉
中
学
校（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

西
宮
律
己 

西
宮
想
心 

杉
渕
忠
稀 

吉
田

夕
輝 

中
嶋
柊
哉 

木
村
風
太 

木
村
草
太 

小
瀧
蓮

■
秋
田
北
鷹
高
校（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

佐
藤
大
晴 

岩
間
大
輝 

小
坂
朝
陽 

須
藤

稜
太 
本
間
勇
太 

佐
々
木
公
介 

竹
村
陸

人 

浪
岡
游

■
秋
田
北
鷹
高
校（
女
子
駅
伝
）

野
呂
く
れ
あ 
佐
藤
愛
奈 

阿
部
優
華 

佐

藤
里
緒 

田
畑
七
紗 
渡
辺
望
美 

奈
良
田

心 

村
上
な
ぎ
さ

■
秋
田
北
鷹
高
校（
相
撲
）

工
藤
唯
織 

齋
藤
晃
良 

佐
藤
貴
規 
櫻
田

航
汰 

児
玉
優
翔 

金
田
魁
斗 

齋
藤
貴
仁

■
秋
田
北
鷹
高
校（
弓
道
）

近
藤
萌
絵 

工
藤
里
緒 

近
藤
愛
羽 

伊
藤

清
花

■
秋
田
北
鷹
高
校（
ス
キ
ー
男
子
リ
レ
ー
）

堀
部
慈
生 

上
平
晃
也 

山
田
龍
輔 

小
森

克
樹

■
秋
田
北
鷹
高
校（
ス
キ
ー
女
子
リ
レ
ー
）

近
藤
さ
く
ら 

畔
上
凛
花 

山
田
智
子 

■
秋
田
北
鷹
高
校（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
）

金
夏
織 

長
崎
昇
子 

長
崎
東
子

■
秋
田
北
鷹
高
校（
陸
上
男
子
リ
レ
ー
）

野
呂
龍
斗 

高
橋
遙
希 

佐
々
木
友
也 

佐

藤
朋
也

■
北
秋
田
市
野
球
協
会（
５
０
０
歳
野
球
）

田
中
三
夫 

藤
原
甚
英 

中
林
次
男 

金
田

博
文 

黒
澤
幸
一 

武
藤
優
悦 

村
上
進 

成
田
優 

佐
藤
速
夫 

花
田
鉄
雄 

野
呂
豊

彦 

戸
嶋
功
樹 

藤
嶋
健
越
郎 

浪
岡
正
幸 

宮
越
和
彦 

武
田
成
男 

川
口
博
幸 

松
田

徹 

澤
田
収 

浅
村
博
幸 

河
田
久
夫 

小

笠
原
隆 

清
水
聖
一 

千
葉
和
彦 

松
岡
誠 

三
沢
聡 

畠
山
千
春 

三
浦
広
幸

広報
３月
号に

掲載
した
内容
が

変更
とな
りま
す！

広報
３月
号に

掲載
した
内容
が

変更
とな
りま
す！ 新型コロナウイルス感染症
あきた帰国者・接触者相談センター（コールセンター）

※ご高齢の方や基礎疾患等のある方、妊娠中の方は、この状態が２日程度続く場合には、ご相談ください。

◆電話番号 ０１８‐８６６‐７０５０ （24時間）

新型コロナウイルス感染症に関する秋田県の相談窓口が一本化となりました。
一般的な相談や、下記の症状がある方は、相談センターへおかけください。

経験豊富な看護師がご相談に対応します。

風邪の症状や 37.5℃以上の発熱が４日以上続く方
（解熱剤を飲み続けなければならない方も同様です）

強いだるさ（倦怠感）や、息苦しさ（呼吸困難）がある方

こんな症状
がある人は
要相談

こんな症状
がある人は
要相談

令
和
元
年
度
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
者

栄
光
と
功
績
を
た
た
え
る

　
一
般
財
団
法
人
北
秋
田
市
体
育
協
会
（
成
田
昭
夫
会
長
）
主
催
の
令
和
元
年
度

北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
者
が
発
表
さ
れ
、
こ
の
１
年
間
に
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍

し
た
個
人
92
人
と
21
団
体
（
２
７
０
人
）
が
功
労
賞
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
賞
、
特
別

栄
光
賞
な
ど
各
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

特
別
栄
光
賞
（
個
人
）

功 

労 

賞

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
賞

栄 

光 

賞
（
個
人
）

栄 

光 

賞
（
団
体
）

マイナンバーカードを取得し、

キャッシュレスでチャージまたは買い物をすると

「マイナポイント」が２５％もらえます！

　国では、2020年９月からマイナポイントを活用した消費活性化策を実施予定です。キャッシュレス決
済でチャージまたは買い物をすると、１人あたり25％（上限5,000円分）のマイナポイントがもらえます。
　マイナポイントは、選択したキャッシュレス決済サービスのポイントとしてお買い物で使えます（１
ポイント１円相当）。
　今回は、マイナポイントをもらうために必要となる「マイナンバーカード」の取得方法を紹介します。

①スマートフォンで顔写真を撮影
②スマートフォンで交付申請書のＱＲコードを読み取る
③申請用ウェブサイトでメールアドレスを登録
④申請者専用ウェブサイトのＵＲＬが届いたら、顔写真
を登録、必要事項を入力して申請完了

スマートフォンスマートフォン

交付申請書に必要事項を記入し、
６か月以内に撮影した顔写真を
貼り付けて郵送し、申請完了

郵　送郵　送

マイナンバーカード
の申請はお早めに！

交
付
申
請

交
付
申
請

窓　口窓　口

【受付場所】
市民課／合川・森吉・阿仁の各総合窓
口センター／前田・大阿仁の各出張所
【必要書類】
通知カード／本人確認書類／印鑑／
住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）

受
け
取
り

受
け
取
り

本人限定受取郵便で郵送
または

窓口での受け取り

交付申請から約１か月後、市民課市民係から「交付通知書」が届きます。交付通知書に
記載された交付場所に「交付通知書」「通知カード」「本人確認書類」を持参し、マイナ
ンバーカードを受け取りましょう。

【本人確認書類】
１点でいいもの…運転免許証／運転経歴証明書（2012年４月１日以降に交付されたもの）／旅券／障がい者手帳など写真付きのもの
２点必要なもの…健康保険証／介護保険証／年金手帳／学生証／医療受給者証 など
※交付申請書はマイナンバーの通知書と一緒に送付しています。交付申請書を紛失してしまった場合は、交付申請書及び封筒をウェ
ブサイトからダウンロードして郵送で申請するか、市民課市民係または最寄りの窓口センター、出張所にお問い合わせください。

　　市民課市民係 ☎62‐1114問



〜 地域で学び、活動する皆さんを応援します 〜
北秋田市教育委員会

■公民館活動
■生涯学習
■文化振興
■学校
■スポーツ
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　七日市葛黒地区に伝わる小正月行事「葛黒火まつ
りかまくら」が２月16日に行われ、地域住民たち
が五穀豊穣や無病息災を祈願しました。
　今年は例年にない雪不足により会場を変更しご神
木を打ち立てました。当日は強風と雨にもかかわら
ず、地元の小中学生等が燃え上がる神木に「おーい、
かまくらの権五郎」と元気よく叫んでいました。「葛
黒火まつりかまくら」は市無形民俗文化財に指定さ
れています。

　前田公民館講座「冬山さんぽ・夜の樹氷鑑賞会」
が２月20日に開催され、14人の参加者が夜の森吉
山を楽しみました。
　森吉山の樹氷は、蔵王、八甲田と並ぶ日本三大樹
氷のひとつであり、ガイドの加賀隆之さんの案内の
もと樹氷ができる仕組みなどを学びました。
　当日は、暖冬のため樹氷そのものは小さめでした
が、雲一つない晴天に恵まれ、樹氷平から見る沈み
ゆく夕日や満点の星、鷹巣や大館、男鹿などの夜景

を鑑賞することができました。

　
令
和
２
年
度
高
齢
者
大
学
を
５
月
か
ら

各
地
区
で
開
講
し
ま
す
。受
講
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、コ
ム
コ
ム
ま
た
は
各
公
民
館

へ
運
営
費
を
添
え
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
各
大
学
共
通
事
項
】

対
象
者　
55
歳
以
上
の
方

運
営
費　
１
０
０
０
円

■
高
鷹
大
学

　
　

 

生
涯
学
習
係 

☎
62‐１
１
３
０

テ
ー
マ

　
　
「
自
分
の
学
び
を
地
域
の
た
め
に
」

内
容　
全
体
講
座
等
年
６
回
程
度

　
　
（
ク
ラ
ブ
活
動
は
月
１
、２
回
程
度
）

受
付
期
間　
４
月
１
日（
水
）〜
14
日（
火
）

■
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学

　
　

 

合
川
公
民
館 

☎
78‐２
１
１
４

テ
ー
マ

　
　
「
仲
間
と
と
も
に
、で
あ
い・

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い・ま
な
び
あ
い
」

内
容　
年
８
回
程
度（
学
習
会
、移
動
教
室
、

中
学
生
と
の
交
流
、ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
）

受
付
期
間　
４
月
１
日（
水
）〜
15
日（
水
）

■
森
吉
大
学

　
　

 

森
吉
公
民
館 

☎
72‐３
２
５
９

テ
ー
マ

　
　
「
仲
間
と
学
ぼ
う

　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
再
発
見
」

内
容　
年
７
回
実
施
予
定（
講
演
会
、移
動

研
修
、学
習
会
な
ど
）

受
付
期
間　
４
月
１
日（
水
）〜
15
日（
水
）

■
阿
仁
生
き
活
き
大
学

　
　

 

阿
仁
公
民
館 

☎
82‐２
２
２
０

テ
ー
マ

　
　
「
仲
間
と
交
流　
心
豊
か
な
生
活
を
」

内
容　
年
６
回
実
施
予
定（
講
演
会
、移
動

研
修
、ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
な
ど
）

受
付
期
間　
４
月
１
日（
水
）〜
17
日（
金
）

　
国
指
定
史
跡「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
」の
一
般

公
開
を
４
月
25
日（
土
）よ
り
開
始
し
ま
す
。

（
遺
跡・縄
文
館
と
も
に
入
場
無
料
）

公
開
時
間　
９
時
〜
16
時

※
縄
文
館
の
休
館
日（
毎
週
月
曜
日
）は
遺

跡
も
閉
鎖
と
な
り
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
案
内
し
ま
す

　
小
学
生
か
ら
高
校
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
、遺
跡
を
わ
か
り
や
す
く
ご

案
内
し
ま
す
。

日
時　
４
月
25
日（
土
）、26
日（
日
）、29
日（
水
）、

　
　
　
５
月
２
日（
土
）〜
６
日（
水
）

　
　
　
10
時
〜
16
時

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
こ
れ
ま
で
、
根

子
番
楽
な
ど
の
民
俗
芸
能
、
伊
勢
堂
岱

遺
跡
・
マ
タ
ギ
文
化
な
ど
の
文
化
財
、

浜
辺
の
歌
な
ど
の
音
楽
、
絵
画
な
ど
の

芸
術
振
興
と
い
っ
た
様
々
な
分
野
に
関

わ
る
方
々
を
取
り
上
げ
、
多
く
の
方
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
活
躍
し
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　
民
俗
芸
能
で
は
、
福
田
獅
子
舞
、
根

子
番
楽
、
比
立
内
獅
子
踊
、
阿
仁
前
田

獅
子
踊
、
葛
黒
火
ま
つ
り
か
ま
く
ら
、

合
川
ま
と
火
、
前
山
郷
土
芸
能
、
綴
子

大
太
鼓
、
今
泉
駒
踊
を
取
材
し
、
普
段

は
表
に
で
な
い
よ
う
な
練
習
風
景
、
会

が
抱
え
る
課
題
な
ど
生
の
声
を
届
け
ら

れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
保
存
や
郷
土
史
研
究
に
関
係

す
る
グ
ル
ー
プ
で
は
、
伊
勢
堂
岱
遺
跡

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
、
お
さ
る
べ
元

気
く
ら
ぶ
、
阿
仁
ぶ
ら
ぶ
ら
ガ
イ
ド
、

鷹
巣
地
方
史
研
究
会
、
文
化
遺
産
保
存

会
、
マ
タ
ギ
を
取
材
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
共
通
す
る
こ
と
は
、
会
員
の
高
齢

化
が
切
実
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
現

在
も
会
員
を
募
集
し
て
い
る
こ
と
で
し

た
。

　
芸
術
振
興
で
は
鷹
巣
祇
園
太
鼓
振
興

会
、
北
秋
田
市
芸
術
文
化
協
会
、
浜
辺

の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
会
は
独
自
の

取
組
み
を
し
て
い
る
団
体
で
、
取
材
か

ら
は
長
く
活
動
を
継
続
し
て
い
る
秘
訣

を
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
取
材
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
共
通
し
て
、

地
域
の
伝
統
や
文
化
を
後
世
に
残
す
と

い
う
強
い
意
志
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
２
年
間
に
わ
た
っ
て
、
多
く
の
方
々

を
取
り
上
げ
て
き
た
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

今
回
で
最
終
回
と
な
り
ま
す
。
取
材
で

き
な
か
っ
た
団
体
も
数
多
く
あ
り
ま
す

の
で
、
ま
た
の
機
会
に
取
り
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
文
化
係
）

　
な
お
、
次
回
か
ら
は
永
井
高
道
さ
ん

（
元
北
秋
田
市
教
育
委
員
）の
連
載「
温

故
知
新
」
を
始
め
ま
す
。

　
私
た
ち
が
日
常
で
よ
く
聞
く
地
名
や

人
名
が
ど
の
よ
う
に
名
づ
け
ら
れ
た
の

か
、
近
世
（
江
戸
時
代
）
の
北
秋
田
市

に
つ
い
て
最
新
の
研
究
を
踏
ま
え
て
お

伝
え
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

楽
し
み
に
。 

　

 

文
化
係 

☎
62‐

６
６
１
８

　

 

伊
勢
堂
岱
縄
文
館

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
84‐

８
７
１
０

伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
一
般
公
開

問

燃えるご神木に「かまくらの権五郎」と叫ぶ
～葛黒火まつりかまくら～

夜の冬山に感嘆の声が響く
～前田公民館講座「夜の樹氷鑑賞会」～

▲炎に包まれるご神木を見守る参加者たち▲炎に包まれるご神木を見守る参加者たち

▲夜の森吉山を散策する参加者たち▲夜の森吉山を散策する参加者たち

製版代 印刷代

営利を目的と
しない

営利を目的と
する

製版１回につき
30円

製版１回につき
100円

※50枚ごとに
　　　　　30円

※100枚ごとに
500円

公民館等に設置している輪転機の有料化
　合川・森吉・阿仁公民館および市民ふれあい
プラザに設置している輪転機の使用が、４月か
ら有料となります。
　今後は、すべての市民等が使用できます。
　利用時間は、平日の９時から17時までです。

【お問合せ】
生涯学習係 ☎62‐1130 合川公民館 ☎78‐2114
森吉公民館 ☎72‐3259 阿仁公民館 ☎82‐2220 ※両面印刷の場合は２倍の金額

永井高道さん

申
問

申
問

申
問

申
問 高

齢
者
大
学
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

〜
各
地
区
と
も
５
月
開
講
で
す

【
最
終
回
】
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きたあきた読書まつり令和元年度
♩一冊の本からすてきな世界へ♩

鷹巣図書館入り口横に設けられたコーナーにはたくさんの仕掛け絵本が展示。
館内で閲覧できるほか貸し出し可能な本もあります。仕掛け絵本のページを
めくると様々な仕掛けがあり、本の世界を創造豊かに体験できます。

ひっぱる　のぞく　まわる　とびだす
ひろげる　ページをひらくと立体的に絵が

とびだすなど子どもだけでなく大人も魅了する
ワクワクいっぱいのしかけ絵本が

いっぱい

保育園の部
特選 米澤　柊哉 米内沢保
特選 新田　萌衣 あいかわ保
入選 川田　芭奈 南鷹巣保
入選 布田　智樹 七日市保
入選 菅原美衣花 しゃろーむ
入選 田崎　蒼依 米内沢保
佳作 成田　柚夏 鷹巣東保
佳作 小笠原　陸 鷹巣中央保
佳作 鈴木心瑚葵 南鷹巣保
佳作 佐藤　志帆 綴子保
佳作 岩澤　侑依 しゃろーむ
佳作 櫻庭　風莉 あいかわ保
佳作 岸野　創太 前田保
佳作 片岡　翔愛 阿仁合保
佳作 鈴木　蓮央 大阿仁保
佳作 鈴木ひまり 大阿仁保
  
小１年生の部
特選 宮腰　栞來 鷹巣南小
特選 野呂　慈幸 合川小
入選 成田　遥斗 鷹巣小
入選 柴田　羽琉 米内沢小
入選 金田　美希 合川小
佳作 藤嶋　咲愛 鷹巣小

小３年生部門
特選 栗谷　大智 阿仁合小
入選 佐藤　暖胡 鷹巣東小
入選 佐藤　希実 綴子小
佳作 出川　遙乃 鷹巣小
佳作 佐藤　綾彦 鷹巣東小
佳作 宮腰　朱芽 鷹巣南小
佳作 織山　芽子 前田小
  
小４年生部門
特選 佐京　寛淳 阿仁合小
入選 中嶋　真滉 鷹巣中央小
入選 中島　心音 阿仁合小
入選 吉田　充輝 合川小
佳作 簾内　夏帆 鷹巣中央小
佳作 長岐　郁杜 鷹巣南小
佳作 荒川　遥茉 阿仁合小
佳作 チョールトン ゆき 阿仁合小
佳作 藤本　蓮 阿仁合小
  
小５年生部門
特選 佐藤瑚々渚 鷹巣中央小
入選 金　龍汰 米内沢小
入選 兎澤　新菜 阿仁合小
入選 庄司　暖 合川小
佳作 佐々木裕人 鷹巣小
佳作 菊地　昊 鷹巣東小

佳作 萩野　愛 鷹巣東小
佳作 斎藤　美夢 阿仁合小
佳作 松橋　慶人 阿仁合小
佳作 田口　椿 大阿仁小

小６年生部門
特選 戸澤　慈雲 鷹巣小
入選 若松　璃胡 前田小
入選 加藤　夷織 合川小
佳作 岩谷　香帆 鷹巣東小
佳作 金澤　心音 米内沢小
佳作 栗谷　天花 阿仁合小
佳作 柴田　悠斗 合川小
  
中学校部門
特選 河田　晃和 合川中２年
特選 白旗　水音 森吉中１年
入選 佐藤　音々 合川中２年
入選 石野巻昇平 森吉中１年
入選 髙橋明日香 合川中１年
佳作 梅井　瑠菜 森吉中２年
佳作 金　明日美 森吉中２年
佳作 佐々木祥英 鷹巣中１年
佳作 柴田　彩羽 森吉中１年
佳作 庄司　優花 森吉中１年
佳作 佐藤　智美 森吉中１年

佳作 本城谷海織 鷹巣東小
佳作 堀内　希咲 綴子小
佳作 野呂　蒼斗 鷹巣中央小
佳作 児玉　莉聖 鷹巣南小
佳作 佐藤　環奈 米内沢小
佳作 森川　絢士 前田小
佳作 坂上　莉桜 合川小
佳作 藤嶋　優維 合川小
  
小２年生の部
特選 藤本　尚 鷹巣小
特選 バウティスタ　ジュエル 鷹巣東小
入選 伊藤　楓真 鷹巣小
入選 小林　咲斗 米内沢小
入選 荒川　佑月 阿仁合小
入選 佐藤　心愛 合川小
佳作 岩谷　諒 鷹巣東小
佳作 細田　來玖 綴子小
佳作 長岐　怜奈 鷹巣南小
佳作 玉造　暖都 米内沢小
佳作 三浦　蓮 前田小
佳作 佐々木心愛 合川小
佳作 成田　楓歌 合川小

読書感想文入賞者の紹介（応募総数96点）

読書感想画入賞者の紹介（応募総数467点）

特選 米澤  柊哉　（米内沢保育園）
題名　つばさくん、かんちゃん  かぶぬけたよ！
書名　おおきなかぶ（ロシア民話）

特選 バウティスタ  ジュエル   （ 鷹巣東小）
題名　わたしのおいしそうなぼうし
書名　ミリーのすてきなぼうし

特選 新田  萌衣　（あいかわ保育園）
題名　シンデレラが、すてきなドレスにへんしん！
書名　シンデレラ

特選 宮腰  栞來　（鷹巣南小）
題名　ゆきだるまのパーティ
書名　おばけのゆきだるま

特選 野呂  慈幸　（合川小）
題名　くまをとってきた山んばのあかちゃん
書名　やまんばのにしき

特選 藤本　尚　（鷹巣小）
題名　だいじょうぶだよにじいろさかなくん
書名　にじいろのさかなうみのそこのぼうけん

　きたあきた読書まつりが２月29日、文化会館で行われました。ホールには
読書感想画コンクールの入賞作品、図書館内には仕掛け絵本が展示され、訪れ
た人がかわいらしい作品や仕掛け絵本の世界を楽しんでいました。今回はきた
あきた読書まつりとして、子どもが本を親しむ機会を作ろうと、市教育委員会
が初めて企画したもので、当初は2019年度の読書感想文感想画コンクールの
表彰式やステージでの絵本の読み聞かせなどたくさんのイベントも予定してい
ましたが、新型コロナウイルスの感染予防のために中止となりました。
　展示は予定どおり行い、1階ホールに感想画コンクール入賞作品44点、会館
内の鷹巣図書館に仕掛け絵本35冊が紹介されました。当日は多くの方が展示
された感想画などを見に訪れました。仕掛け絵本は貸し出し可能なものも多数
あり、様々な仕掛けがされた本を楽しむことができます。
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「
市
長
と
語
ろ
う
！
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

は
、
市
民
に
市
政
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
市
民
と
市
長
が
直
接
対
話
す
る

こ
と
を
重
視
し
た
意
見
交
換
会
で
す
。
今
回
は

「
高
校
生
と
語
る
北
秋
田
市
に
つ
い
て
」を
テ
ー

マ
に
、
地
元
出
身
の
高
校
生
９
人
と
北
秋
田
市

に
つ
い
て
考
え
て
い
る
こ
と
や
感
じ
て
い
る
こ

と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
津
谷
市
長
は
「
こ
の
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
昨
年
度
か
ら
テ
ー
マ
を
決

め
て
ト
ー
ク
方
式
で
行
っ
て
い
る
。
昨
年
度
出

さ
れ
た
『
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
市
の
広
報
が
必
要

で
は
な
い
か
』
と
い
う
提
言
を
い
た
だ
き
そ
れ

を
実
現
し
た
。
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
高
校
生
の

皆
さ
ん
が
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
、
大
人
の
目

線
で
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
を
、
皆
さ
ん
の
視
点

で
教
え
て
い
た
だ
き
、
い
ろ
ん
な
意
見
を
も
ら

え
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、県
北
の
若
手
農
家
グ
ル
ー
プ「
ト

ラ
男
」
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
る
武
田
昌

大
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
「
あ
な

た
が
思
う
こ
の
ま
ち
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
、

ま
た
、
そ
れ
を
売
り
込
む
た
め
に
は
ど
の
よ
う

に
し
ま
す
か
」「
も
し
も
こ
の
町
の
た
め
に
１

億
円
を
自
由
に
使
え
る
と
し
た
ら
何
に
使
い
ま

す
か
」「
こ
の
ま
ち
の
未
来
は
ど
の
よ
う
に
な

れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
か
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ

で
ト
ー
ク
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

※

以
下
、
ト
ー
ク
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容

を
抜
粋
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

高
校
生

「
雪
で
遊
ぶ
こ
と
や
自
然
が
豊
か
、星
が
き
れ
い
、

お
米
が
お
い
し
い
、
遺
跡
が
あ
る
、
平
和
で
土

地
が
た
く
さ
ん
あ
る
、
ア
ー
ト
作
品
や
美
術
品

が
あ
る
。
市
の
良
い
と
こ
ろ
を
詰
め
込
ん
だ
Ｃ

Ｍ
を
作
れ
ば
い
い
と
思
う
」

「
食
や
農
産
物
。
自
然
が
豊
か
で
お
い
し
い
食

べ
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
観
光
や
移
住
定
住
に

お
い
て
も
、
食
の
魅
力
は
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
。

市
の
農
産
物
や
商
品
を
集
め
た
イ
ベ
ン
ト
を
行

え
ば
い
い
と
思
う
」

「
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
林
業
。
木
材
の
加
工

や
工
作
体
験
、
木
材
家
具
の
販
売
や
木
材
ア
ー

ト
作
品
の
大
会
な
ど
を
開
け
ば
広
ま
る
の
で
は

な
い
か
」

「
バ
タ
ー
餅
が
あ
る
と
思
う
。
洋
菓
子
の
方
が

人
気
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
た
め
、
洋
菓
子
と

し
て
作
っ
た
方
が
売
れ
る
の
で
は
な
い
か
」

「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
る

と
き
に
は
英
語
表
記
等
グ
ロ
ー
バ
ル
な
感
じ
で

活
動
し
て
ほ
し
い
。
自
然
が
豊
か
な
の
で
、
四

季
折
々
の
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
ほ
し
い
」

「
阿
仁
の
マ
タ
ギ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
け
ば
い
い
。

マ
タ
ギ
体
験
を
し
た
い
人
が
い
る
の
で
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
空
港
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
た

り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
広
め
れ
ば
い
い
と
思
う
」

市
長　
「
市
の
こ
と
を
よ
く
勉
強
し
て
く
れ
て

い
る
し
、
日
頃
か
ら
し
っ
か
り
問
題
意
識
を

も
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
と
思
っ
た
。
市
に
は
た

く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
る
反
面
、
ま
だ
ま
だ
手
を

か
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
あ
る
と
、
皆

さ
ん
か
ら
気
づ
か
せ
て
も
ら
っ
た
」

武
田　
「
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
を
売
り
込
む
と

き
に
、
ど
ん
な
人
に
来
て
ほ
し
い
か
考
え
る
こ

と
で
よ
り
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
変
わ
っ
て

く
る
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
を
意
識
す
れ
ば
、

市
の
魅
力
が
も
っ
と
出
て
伝
わ
る
と
思
う
」

高
校
生

「
美
術
館
を
作
る
。市
に
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー

ト
や
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の

美
術
品
や
歴
史
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
も
の

を
展
示
す
る
場
所
が
あ
れ
ば
、
た
く
さ
ん
の
人

に
見
て
も
ら
え
る
」

「
道
路
の
整
備
。
側
道
の
幅
が
少
し
狭
い
と
思

う
の
で
も
う
少
し
幅
を
広
げ
れ
ば
い
い
。
冬
道

は
滑
る
の
で
、
歩
道
だ
け
で
も
ロ
ー
ド
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
つ
け
れ
ば
安
心
だ
と
思
う
」

「
企
業
誘
致
を
し
て
働
く
場
所
を
提
供
す
れ
ば
、

地
域
の
若
者
不
足
を
改
善
で
き
る
と
思
う
」

「
駅
の
老
朽
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
や
看
板
が
落

ち
て
い
る
と
こ
ろ
を
整
備
し
て
も
っ
と
快
適
に

使
え
る
よ
う
に
し
た
い
」

「
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
観
光
都
市
整
備
、
集
客

力
の
あ
る
施
設
を
作
る
こ
と
に
使
え
れ
ば
と
思

う
。
観
光
地
を
新
し
く
作
る
よ
り
、
今
あ
る
と

こ
ろ
を
良
く
し
た
い
」

「
誰
も
が
あ
ん
べ
い
い
な
と
心
か
ら
思
え
る
宿

泊
施
設
を
作
っ
て
、
そ
こ
を
利
用
し
た
ツ
ア
ー

が
で
き
れ
ば
と
思
う
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
年
配
の

人
や
仕
事
が
終
わ
っ
て
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る
人

向
け
の
ツ
ア
ー
を
や
れ
ば
い
い
と
思
う
」

武
田　
「
も
っ
と
突
飛
な
ア
イ
デ
ア
が
出
て
く

る
と
思
っ
て
い
た
が
、
真
剣
に
ま
ち
の
こ
と
を

考
え
て
く
れ
て
、
か
な
り
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア

が
出
て
い
た
と
思
う
」

市
長　
「
１
億
円
と
い
う
お
金
に
対
し
て
、
地

に
足
の
つ
い
た
考
え
方
を
し
て
く
れ
て
い
る
。

皆
さ
ん
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
我
々
が
拾
え
る
も

の
、考
え
ら
れ
る
も
の
を
生
か
し
て
い
き
た
い
」

高
校
生

「
今
あ
る
文
化
や
モ
ノ
、
特
色
を
引
き
継
い
で

い
き
な
が
ら
、
便
利
な
お
店
も
充
実
さ
せ
て

い
っ
て
、進
化
し
て
い
く
ま
ち
で
あ
れ
ば
良
い
」

「
雇
用
が
増
え
て
、
若
い
人
た
ち
が
よ
り
多
く

の
選
択
肢
を
持
て
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
。
そ

こ
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
こ
の
ま
ち
に
残
っ
て

く
れ
る
人
が
多
く
な
る
と
思
う
」

「
地
域
の
方
々
の
支
援
が
あ
っ
て
ま
ち
が
成
り

立
つ
と
思
う
の
で
、
地
域
の
方
々
に
愛
さ
れ
る

ま
ち
に
な
る
と
い
い
」

「
多
く
の
若
者
が
都
市
部
に
移
住
し
、
便
利
で

キ
ラ
キ
ラ
し
た
生
活
を
夢
見
て
い
る
人
が
多
い

が
、市
が
み
ん
な
の
心
の
拠
り
所
に
な
る
べ
き
」

「
将
来
も
住
ん
で
い
た
い
し
、県
外
に
出
て
い
っ

て
も
帰
っ
て
き
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
魅
力
あ

る
ま
ち
に
し
た
い
」

「
も
っ
と
人
が
増
え
て
い
た
ら
良
い
。
住
む
人

も
観
光
客
も
増
え
て
い
て
、
今
よ
り
活
気
に
満

ち
溢
れ
る
市
に
な
っ
て
い
た
ら
う
れ
し
い
」

「
誰
が
住
ん
で
も
住
み
や
す
い
ま
ち
に
な
れ
ば

い
い
」

市
長　
「
行
政
が
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ
と

は
、
市
を
皆
さ
ん
の
お
子
さ
ん
の
時
代
に
ま
で
、

つ
な
い
で
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
仕
事
だ

と
思
っ
て
い
る
。
今
日
は
皆
さ
ん
の
お
話
を
聞

い
て
、
こ
れ
に
応
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
改

め
て
思
っ
た
」

武
田　
「
ま
ち
を
良
く
し
て
い
く
と
い
う
の
は

人
任
せ
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
自
身
で
や
っ
て

い
く
と
い
う
の
が
す
ご
く
大
事
。
皆
さ
ん
か
ら

出
た
ア
イ
デ
ア
を
一
緒
に
な
っ
て
僕
た
ち
で
変

え
て
い
く
と
い
う
動
き
を
し
て
い
く
と
、
ま
ち

が
良
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
」

市
長
と
語
ろ
う
！

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
市
の
ま
ち
づ
く
り
や
行
政
課
題
な
ど
に
つ
い
て
市
民
と
語

り
合
う
「
市
長
と
語
ろ
う
！
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
２

月
８
日
に
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
北
秋
田
市

に
生
ま
れ
育
っ
た
高
校
生
９
人
が
、
ト
ー
ク
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
し
て
市
長
と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

高校生編

市ホームページ
市長と語ろう！
タウンミーティング
へのリンク

http://www.city.kitaakita.aki
ta.jp/shigoto/soumu_sougou
seisaku/seisaku/2019‐0129‐
1609‐12.html

話
題
は
尽
き
ず
、
多
岐
に
わ
た
り
ま

し
た
が
紙
面
の
都
合
上
全
部
は
紹
介

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
報
告
書
を
公
開
中
で
す
。

関
心
の
あ
る
方
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。

も
し
も
こ
の
町
の
た
め
に
１
億
円

を
自
由
に
使
え
る
と
し
た
ら
何
に

使
い
ま
す
か

テーマ
タウンミーティング

こ
の
ま
ち
の
未
来
は
ど
の
よ
う
に

な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
か

テーマ
タウンミーティング

あ
な
た
が
思
う
こ
の
ま
ち
の
セ
ー

ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
、
ま
た
、
そ
れ

を
売
り
込
む
た
め
に
は
ど
の
よ
う

に
し
ま
す
か

テーマ
タウンミーティング

高校生が活発にそれぞれの考えや意見を出し合いました 大館鳳鳴高校
佐々木彩佳さん

さやか
秋田北鷹高校
佐藤ゆめ実さん

秋田北鷹高校
中嶋杏莉さん

あんり
能代高校

鈴木隆誠さん
りゅうせい

能代高校
長岐光瑠さん

ひかる
大館鳳鳴高校
津谷智子さん

ともこ
秋田北鷹高校
金　夏海さん

なつみ
秋田北鷹高校
小畑優悟さん

ゆうご

秋田北鷹高校
庄司志歩さん

し ほまさひろ
コーディネーター
武田昌大さん

津谷永光
北秋田市長

ま
さ

ひ
ろ
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市
長

武
田

布
田

柳
原

市
長　
本
日
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
北

秋
田
市
を
拠
点
と
し
て
頑
張
っ
て
お
い
で
の
若

手
起
業
者
の
皆
さ
ん
と
こ
の
ま
ち
に
つ
い
て
語

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
日

頃
、
仕
事
や
活
動
を
通
じ
て
、
こ
の
地
域
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
、
ご
要
望
や
ご
意
見
を
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
各
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
最
初
に
自
己
紹
介
と
簡

単
な
活
動
紹
介
を
行
い
ま
し
た
）

武
田　
実
際
に
北
秋
田
市
で
活
動
し
て
い
て
の

感
想
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

布
田　
駅
前
に
と
り
あ
え
ず
人
が
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
ふ
だ
ん
駅
前
ま
で
足
を
運
ぶ
循

環
が
無
い
気
が
し
ま
す
。

柳
原　
自
分
は
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
の
使
い
方
が

メ
イ
ン
な
の
で
同
じ
駅
前
で
す
が
静
か
で
結
構

好
立
地
で
仕
事
が
は
か
ど
り
ま
す
。

武
田　
暮
ら
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
。

柳
原　
す
ご
い
便
利
だ
と
思
い
ま
す
。
出
身
は

大
仙
市
協
和
な
の
で
、
鷹
巣
は
大
都
会
で
、
阿

仁
と
か
森
吉
に
も
気
軽
に
行
け
る
し
、
山
に
も

東
京
に
も
行
け
る
し
、
買
い
物
に
も
不
便
し
な

い
と
て
も
住
み
や
す
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

武
田　
地
域
に
賑
わ
い
を
ど
う
出
し
て
い
く
か

ご
意
見
を
。

布
田　
み
ん
な
が
１
日
数
秒
で
も
い
い
の
で

「
こ
の
ま
ち
を
良
く
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
」
と
い
う
考
え
を
も
っ
て
も
ら
う
。

そ
ん
な
思
い
で
仲
間
と
楽
し
く
笑
い
な
が
ら
仕

事
を
し
て
い
れ
ば
自
然
と
人
は
集
ま
る
の
で
は

と
考
え
て
い
ま
す
。

武
田　
１
日
で
も
ま
ち
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と

は
、
み
ん
な
で
一
緒
に
話
し
合
う
場
が
あ
っ
た

ら
よ
い
で
す
か
、
そ
れ
と
も
一
人
ひ
と
り
個
人

個
人
で
考
え
る
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

布
田　
個
人
個
人
が
考
え
る
た
め
に
今
日
の
よ

う
な
一
緒
に
話
し
合
う
場
所
が
あ
れ
ば
よ
い
と

思
い
ま
す
。
家
に
帰
っ
て
か
ら
も
考
え
ら
れ
る

し
、
こ
う
い
う
場
所
を
も
っ
と
増
や
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

市
長　
み
ん
な
で
考
え
て
い
く
よ
う
な
場
に
つ

い
て
は
、
我
々
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
の
で
、
場
所

の
提
供
な
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

武
田　
市
民
の
方
の
参
加
も
欲
し
い
な
と
思
い

ま
す
。
と
こ
ろ
で
市
と
し
て
職
人
さ
ん

を
増
や
す
方
向
で
あ
る
の
で
す
か
。

市
長　
「
地
元
の
木
を
使
っ
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
し
な
が
ら
」
と
い
う
動
き
が

で
て
き
て
い
ま
す
。
地
元
に
も
企
業
や

製
材
工
場
も
あ
る
の
で
そ
う
い
う
も
の

を
経
験
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く

の
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

武
田　
木
を
生
か
し
た
街
づ
く
り
を
し

て
い
こ
う
と
い
う
風
に
振
り
切
っ
て
い

け
ば
職
人
を
増
や
し
た
り
い
ろ
ん
な
や

り
方
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
賑
わ
い
を

作
る
た
め
に
は
何
か
テ
ー
マ
を
持
っ
て
絞
っ
て

行
く
の
も
あ
り
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

柳
原　
楽
し
く
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
で
は
、
私

は
満
足
し
て
い
て
と
て
も
楽
し
く
し
て
い
ま
す
。

五
城
目
で
や
っ
て
い
た
空
き
家
ツ
ア
ー
が
好
評

だ
っ
た
の
で
鷹
巣
で
も
で
き
た
ら
と
思
い
ま
し

た
。
人
が
い
な
い
こ
と
が
日
常
な
の
で
街
に
人

が
集
ま
っ
て
ツ
ア
ー
を
や
っ
て
い
る
だ
け
で
も

賑
わ
い
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

武
田　
空
き
家
を
逆
手
に
と
っ
て
の
こ
の
よ
う

な
ツ
ア
ー
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

市
長　
実
際
の
空
き
家
を
見
て
ど
の
よ
う
な
使

い
方
を
し
よ
う
か
と
い
う
の
を
見
な
が
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
う
ツ
ア
ー
だ
と
関
心
を

持
っ
て
来
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
ツ

ア
ー
の
人
た
ち
が
街
な
か
を
動
く
こ
と
に
よ
っ

て
賑
わ
い
も
増
え
て
く
れ
る
の
か
な
と
思
い
ま

し
た
。

　
長
く
続
け
て
い
た
お
店
が
閉
店
し
た
り
、
継

い
で
く
れ
た
り
す
る
人
が
い
な
か
っ
た
り
、
す

ご
く
勿
体
な
い
こ
と
が
結
構
増
え
て
き
て
い
て
、

何
と
か
続
け
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

武
田　
全
国
的
に
も
継
業
が
注
目
さ
れ
て
い
て

移
住
の
次
に
は
仕
事
も
継
い
で
く
れ
み
た
い
な

こ
と
で
移
住
者
を
呼
び
込
む
県
も
増
え
て
き
て

い
る
の
で
、
せ
っ
か
く
仕
事
が
あ
る
の
に
な
く

な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
本
当
に
地
方
に

と
っ
て
は
痛
手
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
を
い
か
に
移
住
者
と
つ
な
げ
て
い

く
の
か
と
い
う
の
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

（
こ
の
後
、
参
加
者
か
ら
質
疑
が
あ
り
様
々
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
）

長
谷
川

武
田

長
谷
川

武
田

布
田

武
田

長
谷
川　
店
を
開
い
た
当
時
は
地
元
の
人
は
ほ

と
ん
ど
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
を
や
っ
て
い
る

か
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
理
由
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
何
か
の
き
っ
か
け
で
来
て
く
れ
た
時

が
ス
タ
ー
ト
だ
と
思
っ
て
い
て
、
そ
の
時
に
ど

ん
な
話
が
で
き
る
か
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
地
域
に
は
賑
わ
い
が
な
い
と
は
全
然

思
っ
て
い
な
く
て
賑
わ
い
は
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
人
が
そ
こ
に
い
る
限
り
賑
わ
い
は
あ
る

と
思
い
ま
す
。

武
田　
他
の
地
域
の
賑
わ
い
は
ど
う
で
す
か
。

長
谷
川　
比
立
内
な
ど
の
奥
阿
仁
地
域
で
は
、

地
域
の
繋
が
り
は
逆
に
も
っ
と
あ
り
ま
す
。
中

の
人
た
ち
が
し
っ
か
り
手
を
つ
な
い
で
一
つ
の

こ
と
を
も
の
す
ご
く
必
死
に
な
っ
て
で
き
る
と

い
う
の
は
地
域
の
す
ご
い
力
だ
と
思
い
ま
す
。

武
田　
市
な
ど
に
改
善
検
討
し
て
ほ
し
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。

布
田　
こ
う
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
は
あ
り
ま

せ
ん
が
何
か
楽
し
い
こ
と
を
し
た
ら
そ
れ
に
つ

い
て
き
て
く
れ
た
ら
い
い
か
な
と
い
う
軽
い
考

え
を
持
っ
て
い
ま
す
。
補
助
金
な
ど
は
書
類
を

書
い
た
り
す
る
の
が
大
変
な
の
で
枚
数
を
減
ら

し
て
も
ら
え
た
ら
な
と
思
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。

武
田　
私
は
空
港
を
使
っ
て
、
よ
く
東
京
に
い

き
ま
す
が
、
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

布
田　
飛
行
機
は
や
っ
ぱ
り
速
い
で
す
。
空
港

が
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
の
は
と
て
も
良
い
と
思
い

ま
す
。
飛
行
機
代
を
も
う
少
し
安
く
し
て
ほ
し

い
で
す
。
補
助
は
あ
り
が
た
い
で
す
。

長
谷
川　
普
段
は
内
陸
線
に
乗
っ
て
新
幹
線
を

使
い
ま
す
。
内
陸
線
が
あ
る
の
で
東
京
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
が
す
ご
く
良
い
で
す
。

武
田　
北
秋
田
市
に
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
て
逆
に

東
京
に
通
う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
可
能
性
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

長
谷
川　
空
き
家
な
ん
か
も
そ
う
で
す
が
、
設

備
が
壊
れ
て
い
た
り
す
る
空
き
家
は
ビ
ジ
ネ
ス

に
な
ら
な
く
て
、
行
政
も
介
入
で
き
な
い
。
そ

う
い
う
民
間
と
行
政
が
で
き
な
い
中
間
の
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
一
緒
に
何
か

や
っ
て
い
く
、
横
の
つ
な
が
り
の
組
織
み
た
い

な
も
の
、
フ
ラ
ッ
ト
な
ゆ
る
さ
も
あ
る
も
の
が

あ
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
力
を
発
揮
で
き
る
し
、

も
っ
と
良
い
ま
ち
に
な
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま

す
。

武
田　
行
政
で
や
り
き
れ
な
い
、
企
業
が
手
を

だ
せ
な
い
課
題
を
我
々
若
手
の
ゆ
る
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
解
決
し
て
い
く
団
体
が
で
き
れ
ば
面

白
い
と
思
い
ま
す
。

市
長　
行
政
で
や
る
べ
き
こ
と
が
き
ち
ん
と
し

て
い
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
が
、
あ
る
程
度

「
あ
そ
び
」
の
部
分
が
あ
っ
て
も
良
い
と
思
い

ま
す
。

武
田　
今
後
こ
の
北
秋
田
市
で
ど
ん
な
こ
と
を

や
っ
て
い
き
た
い
で
す
か
。

布
田　
近
い
う
ち
に
街
な
か
に
工
房
を
構
え
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
身
近
に
木
工
・

木
材
に
触
れ
合
い
、
体
験
し
、
ゆ
く
ゆ
く
は
、

い
ろ
ん
な
職
種
の
職
人
さ
ん
が
町
じ
ゅ
う
の
空

き
店
舗
に
工
房
や
事
務
所
を
構
え
て
、
銀
座
通

り
を
「
職
人
の
通
り
」
と
し
て
、
い
つ
で
も
そ

の
仕
事
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
街
に

し
て
、
そ
の
仕
事
を
目
に
す
る
こ
と
で
、
す
ご

い
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
ま
ち
か
ら
出
て
欲
し
い

と
い
う
の
が
理
想
で
す
。

柳
原　
人
の
家
ば
か
り
作
っ
て
い
る
の
で
、
自

分
の
家
を
建
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
暮
ら

し
を
作
る
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
自
分
の
暮

ら
し
も
地
域
に
沿
っ
た
も
の
に
し
て
、
そ
れ
を

外
に
向
け
て
発
信
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
い
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

長
谷
川　
阿
仁
合
を
中
心
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を

や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
話

し
て
き
た
よ
う
に
、
鷹
巣
と
阿
仁
合
で
は
全
然

違
う
の
で
、
鷹
巣
に
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
と
い
う

問
題
が
あ
る
よ
う
に
、
阿
仁
合
は
ま
た
全
く
別

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
も
っ
と
小
さ
い

単
位
に
戻
ら
な
い
と
、
合
理
性
に
飲
み
込
ま
れ

て
特
色
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
う
い

う
意
味
で
は
昔
に
戻
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。

武
田　
３
人
の
意
見
を
聞
い
て
市
長
の
コ
メ
ン

ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
長　
職
人
の
街
は
と
て
も
夢
が
あ
っ
て
良
い

と
思
い
ま
す
。
我
々
は
こ
の
北
秋
田
市
を
未
来

に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
各
集
落
の
人
た
ち
に
、

そ
の
地
域
に
対
し
て
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
い
自

分
た
ち
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
出
し
て
も
ら
っ

て
、
そ
れ
を
実
現
し
て
い
け
ば
北
秋
田
市
も
未

来
に
向
か
っ
て
つ
な
げ
て
い
け
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
今
日
の
お
三
方
の
話

を
聞
い
て
、自
分
の
楽
し
い
こ
と
、や
れ
る
こ
と
、

将
来
の
北
秋
田
市
の
た
め
に
つ
な
げ
て
い
け
る

こ
と
を
一
緒
に
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
有
難
い
と
思
い
ま
し
た
。

市
長
と
語
ろ
う
！

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
２
月
16
日
、
高
校
生
編
に
引
き
続
い
て
、
北
秋
田
市
の
起

業
者
３
名
と
の
「
市
長
と
語
ろ
う
！
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
！
」が
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、武
田
昌
大
氏
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
熱
い

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

起業者編

質問や意見について考えを述べる
津谷市長

武田昌大（トラ男プロデューサー）
トラクターに乗る男前農家集団で
ある「トラ男」としてお米のネッ
ト販売サイトの運営他、多数のメ
ディアへの出演や全国で地域活性
化に向けた講演など幅広く活動中。

柳原まどか（コマド意匠設計室）
古民家のイノベーションやイベン
トブースのデザインのほかグラ
フィックに関する仕事をしつつ、
駅前の倉庫を改修しシェアオフィ
スKITAKITAをオープン。

長谷川拓郎（阿仁合コミューン）
仕事は映像制作、写真撮影。阿仁
合のまちに魅せられ移住を決意。
阿仁合駅前にコミュニティスペー
スと無人の古本屋「阿仁合の本や
さん」をオープン。

布田信哉（ＨＯＬＴＯ café & gallery）
駅前にカフェ兼ギャラリーＨＯＬ
ＴＯをオープン。家具職人として
一つ一つ手作業で作り上げる職人
であり、トヨタ2018レクサス匠
Projectにも参加。

市ホームページ
市長と語ろう！
タウンミーティング
へのリンク

http://www.city.kitaakita.aki
ta.jp/shigoto/soumu_sougou
seisaku/seisaku/2019‐0129‐
1609‐12.html

話
題
は
尽
き
ず
、
多
岐
に
わ
た
り
ま

し
た
が
紙
面
の
都
合
上
全
部
は
紹
介

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
報
告
書
を
公
開
中
で
す
。

関
心
の
あ
る
方
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。

しんや

まさひろ

たくろう
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令
和
元
年
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例

会
は
、
２
月
27
日
に
開
会
し
、
３
月
12

日
ま
で
の
会
期
で
開
催
。
議
会
初
日
に

は
、
行
政
報
告
、
上
程
さ
れ
た
各
議
案

の
大
綱
質
疑
、
ま
た
、
28
日
か
ら
３
月

３
日
に
か
け
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
４
日
か
ら
は
、
各
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
議
案
が
審
査
さ
れ
、
３

月
12
日
の
最
終
日
に
は
委
員
長
か
ら
の

報
告
、
質
疑
、
討
論
、
採
決
な
ど
が
行

わ
れ
結
審
し
ま
し
た
。
な
お
、
行
政
報

告
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総 

務 

部

■ 

総
務
課
関
係

　
11
月
２
日
に
実
施
し
た
令
和
元
年
度

職
員
採
用
試
験
第
２
次
試
験
に
つ
い
て
、

高
校
卒
業
程
度
一
般
行
政
３
名
、
障
が

い
者
採
用
一
般
行
政
１
名
、
消
防
吏
員

２
名
の
合
格
者
を
11
月
26
日
付
け
で
告

示
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
職
員
採
用
試
験(

後
期)

を
、
１
月
12
日
に
実
施
し
、
大
学
卒
業

程
度
一
般
行
政
３
名
の
合
格
者
を
１
月

30
日
付
け
で
告
示
し
て
お
り
ま
す
。

　
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
、
北
秋

田
市
空
家
等
対
策
協
議
会
を
12
月
18
日

に
開
催
し
ま
し
た
。
特
定
空
家
等
の
判

断
・
認
定
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
、

特
定
空
家
等
と
し
て
２
件
認
定
し
ま
し

た
。

■ 

総
合
政
策
課
関
係

　
移
住
定
住
に
関
係
す
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、「
就
職
相
談
会×

Ａ
タ
ー
ン
相

談
会
」
を
帰
省
時
期
に
合
わ
せ
て
、
12

月
30
日
に
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
鷹
巣
で
開
催

し
ま
し
た
。
２
月
９
日
に
は
、
東
京
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ

ア
in
東
京
」
に
出
展
し
、
市
の
制
度
や

暮
ら
し
の
情
報
を
提
供
し
ま
し
た
。

　
若
者
定
住
対
策
と
し
て
、
今
年
度
４

回
目
と
な
る
出
会
い
創
出
イ
ベ
ン
ト

「
個
性
心
理
學
®
で
ひ
ら
く
あ
な
た
の

魅
力
Ｕ
Ｐ
講
座
」
を
12
月
15
日
に
開
催

し
、
５
回
目
と
な
る
「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ　

Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｙ
」
を
１
月

18
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
館
能
代
空
港
圏
域
の
翼
事
業
と
し

て
、
２
月
１
日
に
両
国
国
技
館
で
開
催

さ
れ
た
市
の
ふ
る
さ
と
大
使
「
押
尾
川

親
方
（
元
関
脇
豪
風
旭
関
）」
の
断
髪

式
開
催
に
合
わ
せ
、「
豪
風
引
退
押
尾

川
襲
名
披
露
大
相
撲
観
戦
ツ
ア
ー
」
を

行
い
ま
し
た
。
豪
風
関
へ
は
市
民
栄
誉

章
と
Ｊ
Ａ
秋
田
た
か
の
す
協
賛
の
北
秋

田
市
産
あ
き
た
こ
ま
ち
の
米
俵
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
「
市
長
と
語
ろ
う
！
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
２
月
８
日
に

「
高
校
生
と
語
る
北
秋
田
市
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
ト
ラ
男
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
武
田
昌
大
さ
ん
を
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
に
、
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。

■ 

内
陸
線
再
生
支
援
室
関
係

　
秋
田
内
陸
線
の
誘
客
促
進
に
つ
い
て

は
「
秋
田
内
陸
線
市
場
」
が
11
月
30
日

か
ら
２
日
間
と
１
月
18
日
か
ら
２
日
間
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
秋
田
駅
東
西
連
絡
通
路

（
ぽ
ぽ
ろ
ー
ど
）
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
秋
田
内
陸
線
の
利
用
促
進
と
地
域
活

性
化
に
つ
い
て
は
、「
北
秋
田
の
お
ひ

な
ま
つ
り
」
が
２
月
23
日
か
ら
３
月
８

日
ま
で
、
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン

タ
ー
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

財 

務 

部

■ 

財
政
課
関
係

　
令
和
元
年
11
月
１
日
か
ら
令
和
２
年

１
月
31
日
ま
で
の
工
事
等
発
注
状
況

（
５
０
０
万
円
以
上
）
は
17
件
で
、
契

約
額
１
億
８
０
９
９
万
７
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■ 

税
務
課
関
係

　
市
税
の
現
年
度
課
税
分
の
徴
収
強
化

及
び
滞
納
額
の
縮
減
を
図
る
た
め
、
夜

間
及
び
休
日
納
税
相
談
窓
口
を
12
月
16

日
と
21
日
、
26
日
、
２
月
12
日
の
４
日

間
開
設
し
ま
し
た
。

市
民
生
活
部

■ 

生
活
課
関
係

　
し
尿
処
理
施
設
建
設
工
事
に
つ
い
て

は
降
雪
の
影
響
が
な
く
、
12
月
末
の
進

捗
率
は
約
90
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
１
月
28
日
に
は
収
集
運
搬
事
業
者

等
を
対
象
と
し
た
試
運
転
説
明
会
を
開

催
し
、
４
月
１
日
の
稼
働
に
向
け
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
年
末
・
年
始
に
お
け
る
犯
罪
及
び
事

故
防
止
運
動
が
12
月
10
日
か
ら
１
月
３

日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
に
お
け
る
「
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
３
６
５
日
」
が
１
月
22
日
に
達

成
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

市
民
課
関
係

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
１

月
末
現
在
で
交
付
（
作
成
）
申
請
件
数

が
４
４
７
８
件
で
、
申
請
件
数
の
人
口

に
占
め
る
割
合
は
14
・
２
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
件

数
は
３
６
９
４
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
に
つ
い
て
は
、

２
月
６
日
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
実
店
舗
試
験
を
終
了
し
証
明
書
の
交

付
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
１
月

末
現
在
の
加
入
世
帯
数
は
４
６
５
３
世

帯
、
被
保
険
者
数
は
６
７
７
６
人
（
一

般
被
保
険
者
数
６
７
６
７
人
、
退
職
被

保
険
者
数
９
人
）
で
、
そ
の
内
、
前
期

高
齢
者
は
３
９
５
４
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
、
１
月
末

現
在
の
被
保
険
者
数
は
７
８
０
３
人
で
、

そ
の
内
、
若
年
障
害
者
認
定
数
は
２
１

５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部

■ 

福
祉
課
関
係

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
12
月
１
日
付
で
１
３
４
人
の

方
に
委
嘱
状
を
交
付
し
て
お
り
ま
す
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
事
業
に
つ
い
て

は
、
１
月
31
日
現
在
の
販
売
額
は
５
４

４
５
万
６
千
円
、
売
買
進
捗
率
は
30
・

３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
保
育
所
等
の
入
所
申

込
み
状
況
は
、
１
月
末
現
在
で
７
１
４

人
（
公
立
保
育
所
１
１
３
人
、
市
立
保

育
所
４
７
７
人
、
認
定
こ
ど
も
園
１
２

４
人
）
で
、
平
成
31
年
度
当
初
の
入
所

児
童
数
と
比
較
し
、
45
人
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■ 

高
齢
福
祉
課
関
係

　
福
祉
の
雪
事
業
に
つ
い
て
は
、
１
月

末
現
在
の
登
録
世
帯
数
は
８
１
４
世
帯

で
、
12
月
の
利
用
世
帯
数
は
２
０
６
世

帯
で
昨
年
度
よ
り
１
４
６
世
帯
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
３
圏
域
に
配
置
拡
充
し
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
体
制
整
備
を
進

め
て
お
り
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
様
々

な
課
題
解
決
を
図
る
地
域
ケ
ア
推
進
会

議
と
、
支
え
合
い
推
進
会
議
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
深
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■ 

医
療
健
康
課
関
係

　
成
人
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
生
活

習
慣
病
予
防
と
し
て
「
す
こ
や
か
健
康

講
座
」
を
３
回
実
施
、
延
べ
３
２
６
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
１
月
27
日
に
文
化
会
館
に
お
い
て
秋

田
・
こ
こ
ろ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
共
催

し
た
「
北
秋
田
市
若
者
の
生
き
る
支
援

研
修
会
」
を
開
催
し
、
市
内
外
か
ら
４

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
12
月
末
現
在
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
者
数
は
、
高
齢
者
が
７
０
５
２

人
、
子
ど
も
と
妊
婦
が
３
２
９
３
人
で
、

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は
４
９

６
人
が
接
種
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
感
染
症
予
防
対
策
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
を

受
け
１
月
末
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ

ラ
シ
に
て
注
意
喚
起
を
促
し
、
関
係
機

関
に
も
周
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
北
秋
田
市
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業
に
つ
い
て
は
、
11
月
30
日
に

訪
問
看
護
部
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
、
１
月
18
日
に
は
認
知
症
部
会
第

２
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し

た
。１
月
27
日
に
は
、合
川
公
民
館
を
会

場
に
地
域
医
療
へ
の
意
識
向
上
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
第
１
回
北
秋
田

市
移
動
研
修
会
を
開
催
し
、
市
内
外
か

ら
約
１
２
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

■ 

診
療
所
関
係

　
11
月
か
ら
12
月
ま
で
の
市
立
３
診
療

所
の
外
来
患
者
数
に
つ
い
て
は
、
阿
仁

診
療
所
で
は
、
内
科
１
３
２
５
人
で
前

年
同
期
対
比
38
人
の
減
、
外
科
１
４
１

９
人
で
前
年
同
期
対
比
49
人
の
減
、
歯

科
４
９
７
人
で
前
年
同
期
対
比
１
４
３

人
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
合
川
診
療
所
で
は
１
２
４
４
人
で
、

前
年
同
期
対
比
66
人
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
米
内
沢
診
療
所
で
は
、
内
科
２
７
３

７
人
で
前
年
同
期
対
比
６
人
の
増
、
小

児
科
７
５
０
人
で
前
年
同
期
対
比
５
１

人
の
増
、
整
形
外
科
４
４
４
人
で
前
年

同
期
対
比
16
人
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
阿
仁
診
療
所
改
築
工
事
に
つ
い
て
は
、

12
月
24
日
に
建
築
工
事
が
完
成
し
ま
し

た
。
４
月
１
日
か
ら
の
新
診
療
所
で
の

開
業
の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

３月定例会

行 政 報 告
し尿処理施設は４月１日の稼働に向け準備を
進めています

証明書のコンビニ交付のデモンストレーション
を津谷市長が行いました

豪風引退押尾川襲名披露大相撲　断髪式

「秋田内陸線市場」をぽぽろーどで開催しま
した

北秋田市移動研修会では、北秋田市民病院の佐藤
誠先生から地域医療についてお話がありました
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伊勢堂岱縄文館講座では冨樫泰時名誉館長
から縄文文化について学びました

きらきらフェスティバルサンタパレードに多くの
子どもたちが参加しました

もちっこ市の会場テント内ではたくさんのお餅
や特産品が販売されました

産 

業 

部

■ 

農
林
課
関
係

　
北
秋
田
市
農
業
再
生
協
議
会
臨
時
総

会
を
１
月
14
日
に
開
催
し
、
北
秋
田
市

の
生
産
の
目
安
を
１
万
６
２
８
１
ト
ン
、

面
積
換
算
値
で
は
２
９
９
２
・
８
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
し
、
今
後
、Ｊ
Ａ
等
か
ら
各

傘
下
の
農
業
者
へ
目
安
が
配
分
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
有
林
造
林
事
業
に
つ
い
て
は
、
堤

沢
（
鷹
巣
地
区
）、
金
沢
（
合
川
地
区
）、

天
館
（
森
吉
地
区
）
の
３
か
所
合
計
約

31
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
間
伐
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
林
道
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、
小
様

線
に
架
か
る
「
一
ノ
又
２
号
橋
」
の
護

岸
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
森
林
経
営
管
理
事
業
に
つ
い
て
は
、

意
向
調
査
の
全
体
計
画
作
成
業
務
が
完

了
し
、
初
年
度
の
対
象
森
林
所
有
者
に

対
す
る
意
向
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■ 

商
工
観
光
課
関
係

　
市
街
地
活
性
化
対
策
に
つ
い
て
は
、

12
月
９
日
か
ら
２
月
９
日
ま
で
米
代
児

童
公
園
を
主
会
場
に
「
第
12
回
北
秋
田

き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
ふ
る
さ
と

大
使
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
を
用
い
た
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
機
関
車
や
樹
木
を

彩
っ
た
ほ
か
、
サ
ン
タ
パ
レ
ー
ド
、
宝

探
し
、
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
の

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
、
に
ぎ
わ

い
が
創
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
企
業
誘
致
対
策
に
つ
い
て
は
、
秋
田

県
企
業
誘
致
推
進
協
議
会
主
催
に
よ
る

「
秋
田
県
・
県
内
市
町
村
と
関
西
圏
企

業
と
の
懇
談
会
」
が
１
月
14
日
に
大
阪

府
で
、
翌
15
日
に
は
「
秋
田
県
・
県
内

市
町
村
と
首
都
圏
企
業
と
の
懇
談
会
」

が
東
京
都
で
開
催
さ
れ
、
当
市
の
誘
致

企
業
を
は
じ
め
秋
田
県
内
関
連
企
業
と

情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
特
産
品
に
つ
い
て
は
、
12
月
20
日
に

特
産
品
推
奨
認
定
審
査
会
を
開
催
し
、

２
事
業
者
か
ら
３
種
類
の
申
請
が
あ
り
、

全
品
を
推
奨
認
定
品
と
し
て
認
定
し
ま

し
た
。

　
新
春
恒
例
の
「
綴
子
大
太
鼓
叩
き
初

め
」
が
１
月
２
日
に
大
太
鼓
の
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
第
26
回
も
ち
っ
こ
市

に
つ
い
て
は
、
２
月
８
日
か
ら
９
日
に

か
け
て
大
太
鼓
の
館
駐
車
場
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
特
設
テ
ン
ト
内
に
設
置
さ

れ
た
飲
食
ブ
ー
ス
や
物
販
ブ
ー
ス
で
は
、

北
あ
き
た
バ
タ
ー
餅
、
手
作
り
餅
、
お

焼
き
餅
の
ほ
か
、
地
元
特
産
品
も
販
売

さ
れ
大
勢
の
来
場
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

　
く
ま
く
ま
園
の
冬
眠
見
学
会
に
つ
い

て
は
、
１
月
25
日
か
ら
３
月
１
日
ま
で

の
土
日
・
祝
日
限
定
で
開
催
し
ま
し
た
。

建 

設 

部

■ 

都
市
計
画
課
関
係

　
南
鷹
巣
団
地
建
替
事
業
に
つ
い
て
は
、

２
棟
８
戸
に
係
る
解
体
工
事
を
、
３
月

初
旬
に
完
了
し
ま
し
た
。

■ 

建
設
課
関
係

　
令
和
元
年
11
月
１
日
か
ら
令
和
２
年

１
月
31
日
ま
で
の
工
事
等
発
注
状
況
は
、

交
通
安
全
施
設
工
事
（
１
級
市
道
荒
瀬

川
線
）
道
路
等
維
持
事
業
１
件
、
橋
梁

補
修
詳
細
設
計
業
務
委
託
（
学
校
橋
）

ほ
か
防
災
・
安
全
交
付
金
事
業
２
件
、

河
川
維
持
工
事（
準
用
河
川
小
摩
当
川
）

ほ
か
河
川
維
持
事
業
２
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
工
事
等
の
完
成
状
況
に
つ
い

て
は
、
排
水
維
持
工
事
（
そ
の
他
市
道

福
田
街
線
ほ
か
）
ほ
か
道
路
等
維
持
事

業
２
件
、
橋
梁
補
修
詳
細
設
計
業
務
委

託
（
東
の
又
橋
）
防
災
・
安
全
交
付
金

事
業
１
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 
上
下
水
道
課
関
係

　
上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
鷹
巣

浄
水
場
の
建
設
工
事
が
年
度
内
の
完
成

に
向
け
て
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
工
事
の
進
捗
に
併
せ
、
旧
施
設

の
解
体
工
事
に
も
着
手
し
て
お
り
、
い

ず
れ
も
年
度
内
を
持
っ
て
工
事
完
了
と

な
り
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
鷹

巣
処
理
区
に
お
い
て
、
面
整
備
工
事
４

件
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
業
務
委
託
に
つ
い
て
は
、
鷹
巣
処
理

区
で
１
件
、
米
内
沢
処
理
区
で
２
件
が

完
成
し
、
鷹
巣
処
理
区
で
新
た
に
１
件

を
発
注
し
て
い
ま
す
。

　
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

鷹
巣
地
区
15
基
、
合
川
地
区
１
基
、
森

吉
地
区
１
基
の
17
基
が
完
成
し
て
い
ま

す
。

消
防
本
部

■ 

常
備
消
防
関
係

　
12
月
か
ら
１
月
ま
で
の
消
防
活
動
件

数
は
、
火
災
が
１
件
発
生
し
、
住
宅
１

棟
全
焼
、
非
住
宅
３
棟
が
部
分
焼
と

な
っ
て
い
ま
す
。
救
急
出
場
件
数
は
２

６
９
件
で
、
急
病
が
１
８
７
件
と
最
も

多
く
、
約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
要
請
は
４
件
で
し
た
。

ま
た
、
救
助
出
場
件
数
に
つ
い
て
は
、

交
通
事
故
の
12
件
と
機
械
に
よ
る
事
故

が
１
件
で
し
た
。

　
消
防
本
部
再
編
計
画
に
伴
う
住
民
説

明
会
を
、
12
月
11
日
に
合
川
公
民
館
で
、

翌
日
12
日
に
は
、
森
吉
公
民
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
訓
練
等
に
つ
い
て
は
、
11
月
26
日
に

能
代
河
川
国
道
事
務
所
が
主
催
す
る
冬

季
雪
害
対
応
訓
練
、
11
月
29
日
に
大
館

市
消
防
本
部
と
合
同
で
、
災
害
現
場
を

想
定
し
た
ブ
リ
ー
チ
ン
グ
訓
練
、
１
月

28
日
、
２
月
10
日
の
２
日
間
に
厳
冬
期

の
山
岳
事
故
を
想
定
し
た
救
助
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

■ 

非
常
備
消
防
関
係

　
車
両
の
更
新
等
に
つ
い
て
は
、
北
秋

田
市
消
防
団
第
３
分
団
（
糠
沢
）
の
小

型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
と
第
11
分
団

（
阿
仁
下
新
町
）
の
自
動
車
ポ
ン
プ
の

更
新
を
行
い
、
11
月
か
ら
運
用
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
12
月
５
日
に
日

本
消
防
協
会
か
ら
防
災
活
動
車
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
北
秋
田
市
消
防
出
初
式
」
が
１
月

４
日
に
文
化
会
館
で
消
防
団
員
５
０
０

人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
無
火
災
、
無

災
害
そ
し
て
無
事
故
を
誓
い
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
か
ら
文

化
会
館
ま
で
行
進
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会

■ 

総
務
課
関
係

　
「
短
期
チ
ャ
レ
ン
ジ
留
学
Ⅱ
」
を
12

月
25
日
か
ら
28
日
ま
で
の
日
程
で
行
い

ま
し
た
。
県
外
か
ら
24
人
の
小
・
中
学

生
が
参
加
し
雪
遊
び
、
き
り
た
ん
ぽ
作

り
な
ど
の
体
験
活
動
と
外
国
語
、算
数
・

数
学
の
授
業
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

■ 

学
校
教
育
課
関
係

　
市
教
育
セ
ン
タ
ー
所
員
発
表
会
を
１

月
９
日
に
開
催
し
、
教
育
実
践
等
に
つ

い
て
３
組
の
教
員
の
発
表
後
、
宮
城
学

院
女
子
大
学
教
授
の
梅
田
真
理
氏
に
よ

る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
月
７
日
、
第
65
回
青
少
年
読
書
感

想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
鷹

巣
南
小
学
校
の
４
年
生
が
自
由
読
書
の

部
で
優
良
賞
に
選
ば
れ
、
全
国
学
校
図

書
館
協
議
会
長
賞
を
受
賞
し
、
併
せ
て

鷹
巣
南
小
学
校
が
主
催
者
賞
と
し
て
サ

ン
ト
リ
ー
学
校
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
来
年
度
の
市
内
の
入
学
予
定
者
数
は
、

１
月
末
現
在
で
小
学
校
１
６
７
人
、
中

学
校
２
０
２
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

生
涯
学
習
課
関
係

　
「
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱

団
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
12
月

14
日
に
浜
辺
の
歌
音
楽
館
で
行
い
、「
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
」
を
12
月
15
日
に
市

民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
阿
仁
マ
タ
ギ－

山
の
恵
み
は
山
ノ
神

か
ら
の
授
か
り
も
の－

」の
タ
イ
ト
ル
で
、

令
和
２
年
度
の
日
本
遺
産
認
定
を
目
指

し
て
、
１
月
17
日
に
申
請
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

　
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」の
一
環
と
し
て
、

１
月
25
日
に
白
津
山
正
法
院
に
お
い
て

鎌
沢
自
治
会
等
の
参
加
に
よ
り
、
初
期

消
火
訓
練
等
の
火
災
想
定
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
「
伊
勢
堂
岱
縄
文
館
講
座
Ⅰ・Ⅱ
」
を
、

２
月
１
日
、
８
日
に
開
催
し
、
縄
文
文

化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

■ 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
関
係

　
第
29
回
北
秋
田
市
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
が

１
月
１
日
に
行
わ
れ
、
２
キ
ロ
と
４
キ

ロ
の
２
コ
ー
ス
に
２
２
２
人
が
参
加
し
、

新
年
の
走
り
初
め
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
１
月
26
日
に
開
催
予
定
だ
っ
た
第
13

回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会
兼
第
65
回

北
秋
田
学
童
ス
キ
ー
大
会
は
、
雪
不
足

の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

道の駅たかのすにて行われた冬季雪害対応
訓練の様子

第29回北秋田市元旦マラソンには市内外から２２２人が参加
しました

新鷹巣浄水場は年度内に完成予定、旧施設の解体工事も年度
内に完了予定です
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▽
総
務
課
／
課
長
＝
松
橋
み
ど
り
（
合
川

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
長
）
／
総
務
係
＝

九
島
友
康
／
危
機
管
理
係
＝
戸
沢
元
継

▽
総
合
政
策
課
／
政
策
係
＝
永
坂
洋
男
・

杉
渕
拓
弥
／
移
住
・
定
住
支
援
室
＝
髙

橋
綾
子
／
広
報
係
＝
伊
東
裕
祐

▽
内
陸
線
再
生
支
援
室
／
室
長
＝
畠
山
孝

秀
（
税
務
課
主
幹
）

■
総
務
部
付
職
員
　〈
　
〉
は
派
遣
先

　
相
馬 

覚
〈
環
境
施
設
組
合
〉
／
千
葉

祐
幸
〈
秋
田
県
産
業
労
働
部
企
業
立
地

事
務
所
〉
／
小
松
千
尋
〈
秋
田
県
企
画

振
興
部
市
町
村
課
〉
／
吉
田 

翔
〈
秋

田
県
観
光
連
盟
〉
／
松
尾
志
帆

▽
財
政
課
／
課
長
＝
佐
藤
栄
作
（
福
祉
課

長
）
／
財
政
係
＝
☆
加
賀
光
也
（
福
祉

課
主
幹
）・
池
田
恒
平
・
杉
沢
朋
映
／

電
算
シ
ス
テ
ム
係
＝
成
田 

恵
／
管
財

係
＝
菅
原
真
莉
／
地
籍
調
査
室
＝
岸
野

公
年

▽
税
務
課
／
市
税
係
＝
☆
萩
野
貴
久
（
会

計
課
副
主
幹
）・
長
崎
由
貴
子
・
庄
司
雅

鷹
・
福
原
麻
里
／
収
納
係
＝
飯
坂
聡
宏

▽
生
活
課
／
環
境
係
＝
☆
澤
田 

賢
（
財

政
課
副
主
幹
）・
花
岡 

登
・
長
崎
剛
征

／
地
域
推
進
係
＝
平
川
優
子

▽
市
民
課
／
市
民
係
＝
佐
藤 

学
／
国
保

年
金
係
＝
千
葉
優
奈

▽
合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
セ
ン
タ
ー

長
＝
加
藤
裕
久
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主

幹
）
／
市
民
生
活
係
＝
☆
新
田
あ
さ
み

（
福
祉
課
主
幹
）・
成
田 

寿
・
櫻
井
條
史

▽
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
セ
ン
タ
ー

長
＝
水
木
正
範（
上
下
水
道
課
長
）／
市

民
生
活
係
＝
柏
木
一
吉
・
北
林
靖
人
・

鈴
木 

潤
／
前
田
出
張
所
＝
佐
藤
大
志

▽
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
市
民
生
活

係
＝
伊
藤
智
恵
子
・
金 

幸
子
・
板
垣

直
人
・
三
浦
広
子
／
大
阿
仁
出
張
所
＝

岸
野
奏
子

健
康
福
祉
部
長

石
崎
賢
一

（
産
業
部
政
策
監
）

▽
福
祉
課
／
課
長
＝
小
笠
原 

隆
（
商
工

観
光
課
長
）
／
保
護
係
＝
片
岡
洋
一
・

高
橋
由
利
子
・
佐
藤
元
気
／
地
域
障
が

い
福
祉
係
＝
☆
小
笠
原
朋
子
（
合
川
総

合
窓
口
セ
ン
タ
ー
主
幹
）・
畠
山
未
悠

／
こ
ど
も
福
祉
係
＝
佐
藤 

駿
／
米
内

沢
保
育
園
＝
☆
伊
藤
み
ゆ
き
（
米
内
沢

保
育
園
参
事
）・
鈴
木
千
佳
子
・
藤
原

　
め
ぐ
み
・
山
田
由
喜
子
・
畠
山
亜
矢
子
・

　
原
田
慶
子
・
藤
田
美
春
・
福
岡
佳
奈
／

前
田
保
育
園
＝
松
橋
皆
子
・
岩
谷
真
紀

子
・
吉
田
な
る
海
・
菊
地
久
美
子
／
阿

仁
合
保
育
園
＝
☆
柴
田
洋
子
（
阿
仁
合

保
育
園
参
事
）・
相
馬
千
春
・
北
林
美

紀
子
・
松
橋
さ
く
ら
・
松
橋
祐
子
／
大

阿
仁
保
育
園
＝
福
嶋
智
子
・
田
中
景
子

▽
高
齢
福
祉
課
／
介
護
保
険
係
＝
☆
小
坂

健
正
（
監
査
委
員
事
務
局
主
幹
）・
石

崎
真
康
・
藤
島
あ
ゆ
美
／
高
齢
福
祉
係

＝
☆
成
田
幸
治
（
財
政
課
主
幹
）・
若

松
幸
美
・
和
田
真
輝

▽
医
療
健
康
課
／
地
域
医
療
対
策
室
＝
斎

藤
真
結
／
健
康
推
進
係
兼
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
＝
☆
坂
上
洋
子
・

佐
藤 

薫
・
成
田
め
ぐ
み
／
健
康
推
進

係
＝
木
村
由
美
子
・
佐
貫
か
え
で

▽
合
川
診
療
所
／
木
村
公
美

▽
米
内
沢
診
療
所
／
松
岡
智
恵
美

産
業
部
政
策
監

米
澤
田
茂

（
会
計
課
長
）

▽
農
林
課
／
農
業
振
興
係
＝
松
尾
英
樹
・

畠
山
匡
平
・
松
嶋
由
貴
・
千
葉
颯
都
／

林
業
振
興
係
＝
佐
藤
春
彦

▽
商
工
観
光
課
／
課
長
＝
佐
藤
義
隆
（
生

活
課
主
幹
）
／
商
工
労
働
係
＝
武
田
滉

大
／
観
光
振
興
係
＝
成
田
章
子
・
畠
山

裕
尚
・
白
渡
恭
兵
・
小
塚
篤
史

▽
都
市
計
画
課
／
課
長
＝
高
橋
将
樹
（
消

　
防
本
部
総
務
課
長
）
／
都
市
計
画
住
宅

係
＝
北
林
直
樹
・
松
橋
幸
也
・
木
村
翔

斗
／
下
水
道
係
＝
☆
柳
谷
重
光
（
上
下

水
道
課
主
幹
）・
三
澤
茂
孝
・
岸
野
泰

晴
・
松
岡
正
晃
・
髙
橋
将
智
・
土
濃
塚

政
樹

▽
建
設
課
／
課
長
＝
金
澤 

誠
（
財
政
課

長
）
／
工
務
係
＝
後
藤
政
人

水
道
局
長（
建
設
部
長
併
任
）

浅
村
武
則

▽
水
道
課
／
課
長
＝
西
根
弘
樹
（
建
設
課

長
）
／
経
営
係
＝
☆
上
田
正
靖
（
上
下

水
道
課
主
幹
）・
武
田
瑞
穂
・
疋
田
知

機
・
櫻
田
亮
平
／
管
理
係
＝
☆
石
崎
正

則（
上
下
水
道
課
主
幹
）・
武
石
貴
仁
・

庄
司
智
也
・
田
村 

新
・
櫻
庭 

望

会
計
管
理
者

小
坂
竜
也

（
総
務
課
長
）

▽
会
計
課
／
課
長
＝
福
原
稲
子
（
高
齢
福

祉
課
主
幹
）

▽
総
務
課
／
総
務
係
＝
石
川
智
也
・
三
國

佳
紀
／
も
り
よ
し
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

＝
長
崎
純
子

▽
学
校
教
育
課
／
推
進
監
＝
高
橋 

晋（
県

教
育
委
員
会
）・
明
石 

桂
（
県
教
育
委

員
会
）
／
義
務
教
育
係
＝
髙
橋 

晃
／

鷹
巣
小
学
校
＝
津
谷
清
孝
／
鷹
巣
中
央

小
学
校
＝
斉
藤
正
樹
／
米
内
沢
小
学
校

＝
湊 

秀
次
／
阿
仁
合
小
学
校
＝
新
林

正
美
／
大
阿
仁
小
学
校
＝
堀
部 

保
／

阿
仁
中
学
校
＝
原
田
里
美

▽
生
涯
学
習
課
／
生
涯
学
習
係
＝
☆
成
田

美
穂
子
（
高
齢
福
祉
課
主
幹
）・
櫻
田

鮎
子
・
三
日
田
貴
彦
／
合
川
公
民
館
＝

玉
造
千
聖
／
文
化
会
館
＝
幸
山
奈
那

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
／
ス
ポ
ー
ツ
係
＝
☆

松
橋
康
浩
（
都
市
計
画
課
副
主
幹
）・

吉
田
将
偉

▽
鈴
木
喜
子

▽
片
岡 

透

局
長
＝
佐
藤 

修
消
防
長

長
岐
篤
市

（
消
防
次
長
）

　
消
防
次
長
＝
藤
島
信
夫
（
警
防
課
長
）

▽
総
務
課
／
課
長
＝
三
澤
忠
博
（
総
務
部

付
）・
千
葉
隆
人
・
近
藤
典
昭

▽
警
防
課
／
課
長
＝
木
村
喜
春
（
消
防
本

部
総
務
課
主
幹
）・
佐
藤
吉
哉

▽
予
防
課
／
課
長
＝
成
田 

悟
（
警
防
課

主
幹
）

▽
消
防
署
／
署
長
＝
中
嶋 

忍
（
消
防
署

副
署
長
）／
設
備
係
＝
☆
三
澤
丈
紀（
上

小
阿
仁
分
署
分
署
長
）
／
救
急
係
＝
☆

柴
田
春
樹
（
森
吉
分
署
分
署
長
）
／
警

防
係
＝
☆
長
岐
隆
宏
（
合
川
分
署
副
主

　
幹
）／
消
防
署
＝
清
水
健
吾
・
藤
本 

誠
・

　
吉
田
富
昭
・
髙
関
公
典
・
堀
内
幸
大
・

津
谷 

俊
・
鈴
木 

航
・
畠
山
光
大
・
本

城
谷
真
也
・
堀
部
駿
輝
・
中
嶋
晃
大

▽
森
吉
分
署
／
☆
松
橋
雅
徳
（
消
防
署
主

　
幹
）・神
成
昭
仁・小
坂
友
行・近
藤
大
斗・

　
島
崎
宏
樹
・
津
谷
崇
明
・
伊
藤
康
希

▽
阿
仁
分
署
／
☆
田
口
貴
輝
（
阿
仁
分
署

副
主
幹
）・
中
嶋
伸
博
・
松
井
信
人
・

髙
坂
優
輝
・
佐
藤
光
世
・
後
藤 

涼

▽
合
川
分
署
／
宮
野
義
行
・
千
葉 

久
・

井
山
知
也
・
高
堰
大
作
・
金 

誠
治
・

小
林
奎
斗

▽
上
小
阿
仁
分
署
／
☆
小
塚
儀
彦
（
消
防

署
主
幹
）・
米
沢
隆
広
・
佐
藤
寿
人
・

宮
腰
耕
里
・
出
川
謙
佑
・
山
岡
陽
平

▽
市
長
部
局
及
び
教
育
委
員
会
部
局

　
堀
部
芽
生〈
総
務
係
〉／
松
橋
一
弥〈
政

策
係
〉
／
林 

風
花
〈
市
民
係
〉
／
柴

田
史
彰
〈
国
保
年
金
係
〉
／
珠
井
結
記

〈
こ
ど
も
福
祉
係
〉
／
簾
内
拓
也
〈
農

業
振
興
係
〉
／
高
山
寛
司
〈
林
業
振
興

係
〉
／
畠
山
清
光
〈
管
理
係
〉
／
坂
本

康
彦
〈
義
務
教
育
係
〉
／
小
塚
た
か
子

〈
文
化
係
〉／
相
馬
隆
典〈
ス
ポ
ー
ツ
係
〉

▽
消
防
本
部
（
消
防
職
員
）

　
近
藤
伸
亮〈
消
防
署
〉／
佐
藤
麗
白〈
消

防
署
〉

　
藤
田
寿
人〈
収
納
係
〉／
木
村
謙
一〈
大

阿
仁
出
張
所
〉
／
佐
藤
ま
ゆ
み
〈
大
阿

仁
保
育
園
〉
／
松
橋
睦
子
〈
健
康
推
進

係
〉
／
片
岡
錦
悦
〈
阿
仁
診
療
所
〉
／

松
橋
美
保
〈
米
内
沢
診
療
所
〉
／
齊
藤 

修
〈
会
計
課
〉
／
三
浦
仁
作
〈
阿
仁
公

民
館
〉
／
松
橋
久
司
〈
文
化
係
〉
／
中

嶋 

誠
〈
消
防
本
部
総
務
課
〉
／
木
村

誠
一
〈
消
防
本
部
総
務
課
〉

　
三
浦
仁
作
（
総
務
部
）
／
藤
嶋
み
ゆ
き

（
市
民
生
活
部
）
／
木
村
謙
一
（
市
民

生
活
部
）／
根
田
孝
一（
市
民
生
活
部
）

／
齊
藤 

修
（
健
康
福
祉
部
）
／
庄
司

美
佳
子
（
健
康
福
祉
部
）
／
土
濃
塚
悦

子（
健
康
福
祉
部
）／
小
熊
あ
け
み（
健

康
福
祉
部
）
／
松
橋
睦
子
（
健
康
福
祉

部
）
／
片
岡
錦
悦
（
健
康
福
祉
部
）
／

佐
藤
ま
ゆ
み
（
健
康
福
祉
部
）
／
松
橋

美
保（
健
康
福
祉
部
）／
佐
藤
孝
行（
産

業
部
）
／
花
田
文
隆
（
建
設
部
）
／
木

村
元
紀
（
会
計
管
理
者
）
／
鈴
木
久
美

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）
／
工
藤
知
佳

子
（
教
育
委
員
会
事
務
局
）
／
中
嶋 

誠
（
消
防
本
部
）
／
木
村
誠
一
（
消
防

本
部
）

（
再
任
用
退
職
）

　
中
嶋
健
文（
財
務
部
）／
石
川
俊
明（
市

民
生
活
部
）
／
佐
藤
洋
子
（
市
民
生
活

部
）
／
小
林
幸
子
（
健
康
福
祉
部
）
／

片
岡
清
巳
（
教
育
委
員
会
事
務
局
）
／

佐
藤 

浩
（
教
育
委
員
会
事
務
局
）
／

髙
橋
憲
二
（
消
防
本
部
）

人
　
事
　
異
　
動

市
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。（
異
動
規
模
２
２
６
人
）

　
子
育
て
支
援
策
の
拡
充
と
し
て
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
り
切
れ
目
な
く
総
合

的
な
相
談
及
び
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
係

と
し
て
創
設
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、新
た
に「
水
道
局
」を
創
設
し
、水
道
業
務
担
当
職
員
10
人
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
第
２
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
や
国
土
強
靭
化
計
画
等
の
策
定
の
た
め
、

総
合
政
策
課
に
１
人
を
増
員
し
た
ほ
か
、
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
の
解
散
に
伴
い

新
た
に
発
生
す
る
「
し
尿
処
理
業
務
」
へ
の
対
応
の
た
め
、
生
活
課
を
増
員
し
て
い
ま
す
。

■
令
和
２
年
４
月
１
日
職
員
数　
４
８
１
人
（
再
任
用
職
員
19
人
）

　
退
職　
26
人
（
う
ち
再
任
用
退
職
７
人
）　

　
採
用　
13
人
（
一
般
職
11
人
、
消
防
士
２
人
）

　
部
長
、課
長
、主
幹
、退
職
者
等

を
除
き
、昇
格
者
及
び
役
職
、異
動

前
の
所
属
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

（
）は
異
動
前
の
所
属
。☆
は
主
幹

■
総
務
部

■
財
務
部

■
市
民
生
活
部

■
産
業
部

■
建
設
部

■
健
康
福
祉
部

■
新
規
採
用
職
員　
〈　
〉
は
配
属
先

■
再
任
用　
〈　
〉
は
配
属
先

■
退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

■
教
育
委
員
会
事
務
局

■
会
計

■
水
道
局

■
消
防
本
部

■
議
会
事
務
局

■
農
業
委
員
会
事
務
局

■
監
査
委
員
事
務
局



健康ひろば

医療健康課健康推進係
☎62‐6666

問

～保健センターからのお知らせ～
健 康 ひ ろ ば

広報きたあきた　2020.4.1 広報きたあきた　2020.4.1 3031

献血日程

■４月14日（火）
新東北メタル㈱ 10時～11時15分

大館能代空港ターミナル 13時～14時15分

北秋田市民病院 15時～16時15分

■ 母子健康手帳交付
日時 ４月６日（月）、13日（月）、
 20日（月）、27日（月）
 ９時30分～11時30分
場所 北秋田市保健センター
持ち物 妊婦本人の個人番号カード又

は通知書、本人確認書類
※ 交付日に来ることができない場合は、
必ず電話連絡をお願いします。

■ ４月の乳幼児健診・相談
場所 北秋田市保健センター
持ち物 母子健康手帳／アンケート用

紙／バスタオルほか
▷４か月児健康診査
対象 令和元年11～12月生まれの子
日時 ４月22日（水）
 【受付】12時30分～45分
▷７か月児育児相談
対象 令和元８～９月生まれの子
日時 ４月22日（水）
 【受付】９時45分～10時
▷10か月児健康診査
対象 令和元年５～６月生まれの子
日時 ４月22日（水）
 【受付】12時45分～13時
▷１歳６か月児健康診査
対象 平成30年８～９月生まれの子
日時 ４月15日（水）
 【受付】12時30分～45分
▷２歳児歯科健康診査
対象 平成29年11～12月生まれの子
日時 ４月14日（火）
 【受付】12時45分～13時

■ にじいろリボン（子育てサークル）
日時 ４月13日（月）
 10時～11時30分
場所 北秋田市保健センター
対象 北秋田市内にお住まいの未入園

のお子さんと保護者

■ 心のサロンへどうぞ
〇サロン「お茶っこ」
場所 阿仁保健センター
日時 ４月９日（木） 10時～13時30分
〇サロン「えがお」
場所 前田公民館
日時 ４月13日（月） 10時～14時
〇サロン「すかっと」
場所 森吉保健センター
日時 ４月24日（金） 10時～14時
〇サロン「梅っこ」
場所 合川保健センター
日時 ４月27日（月） 10時30分～14時
〇サロン「あんず」
場所 北秋田市交流センター
日時 毎週火曜日 11時～14時
※ 精神保健福祉ボランティア「れもん
の会」によるサロンです。

■ がんサロン「北秋田 虹の会」
日時 ４月23日（木） 13時～15時
場所 男女共同参画活動拠点施設
 「ハートフルプラザ・北秋田」
 （北秋田市交流センター内)

■ いのちとこころの個別相談
日時 ４月24日（金）
 13時30分～15時30分
場所 北秋田市交流センター
内容 臨床心理士と民間団体の相談員

による個別相談（秘密厳守）
※事前に電話予約が必要です。

■ 精神保健相談・健康相談
日時 ４月24日（金）
 13時30分～14時30分
場所 北秋田保健所２階
※ 前日午前まで要予約。
　　北秋田保健所 ☎62‐1165

相 談こ ど も
内容 身体計測、製作活動、絵本読み聞

かせ等
※ 申込み不要。直接会場にお越しくだ
さい。

■ 食育キッズ
日時 ５月11日（月） 10時～13時
場所 北秋田市保健センター
内容 親子遊び・簡単クッキング
対象 市民で入園前の幼児（１歳以上）

と保護者20組
持ち物 子ども用スプーン・箸、おしぼ

り、その他必要と思われる物
申込締切 ４月30日（木）
※ 定員になり次第締め切ります。

■ 自分測定日
　定期的な体組成測定で健康な「から
だ」作り始めませんか？
日時 ４月27日（月） ９時～16時
場所 北秋田市保健センター
内容 体組成測定、測定値の説明等
※ 所要時間は15～30分程度です。

■ 特定健診・がん検診を受けま
しょう！

　４月15日から集団健（検）診がス
タートします！
　健（検）診の案内は、緑色の封筒で世
帯ごとに郵送します。封筒には健（検）
診対象になっている家族全員の受診券
が入っていますので必ずお確かめくだ
さい。４月広報と同時配布の「令和２年
度版健康ガイド」にも掲載しています
のでご覧ください。
※ 市では集団検診方式・個別医療機関
方式・ドック方式で検診を受けられ
ます。

健 康

問

子育て世代包括支援センター
～妊娠・出産・育児の相談窓口～

　妊娠生活を健やかに過ごし、安心して出産を迎え、楽
しく子育てができるように、さまざまな悩みや質問にお
答えする相談窓口を開設します。
　保健師・助産師・栄養士など専門の職員が電話・窓口・
訪問で対応します。

専用電話 ☎62‐6681（直通）
【場所】 北秋田市宮前町９‐69
 北秋田市医療健康課（北秋田市保健センター）
【時間】 8：30～17：15（平日）
 ※土日祝・年末年始は除く

頼れる人がいなくて不安がいっぱい
赤ちゃんが

泣いてばか
り…

子育てがわ
からない…

母乳、ミルクは
足りてるか心配

□ おしゃれや清潔感など身だしなみに気を使わなくなった
□ 今まで好きだった趣味などへの興味や関心がなくなった
□ 外出したり、人と会ったりするのを億劫がり、嫌がるようになった

認知症が疑われるサイン
「認知症かもしれない」というサインに早めに気づき、地域
包括支援センターなどに相談しましょう。

※詳しくは「認知症初期集中支援チームをご存じですか？」
　のパンフレットに掲載しています。

【連絡先】
市役所高齢福祉課　　　　 ☎62‐6639 ／ 北部地域包括支援センター ☎67‐8020
中部地域包括支援センター ☎67‐7177 ／ 南部地域包括支援センター ☎82‐3262

がはじまります！きたあきた健康ポイント事業
　今年も４月から「きたあきたポイント事業」をはじめます。検診を受けたり、健康イベントに参加しポイント
を貯めて応募すると抽選で豪華賞品が当たります。体重を減らしたい！ウォーキングする！など健診のほかに自
分の目標を立てて応募してみませんか？

対　　象
ポイント付与期間
応募締切
当選商品

20歳以上の北秋田市民
令和２年４月１日（水）～令和３年１月29日（金）
令和３年１月29日（金）
○市オリジナルハローキティＴシャツ（紺メンズＭサイズ）　30人
○馬肉シチュー　30人　／　〇お楽しみ賞　130人

次の①～④から３つ以上参加し「健康ポイントチャレンジシート」にスタンプを集めて応募します。
①特定健診、後期高齢者健診、さわやか健診を受診／②がん検診を受診／③市健康イベント事業に参加／④次の４つの項目
のうち１つ以上選び目標を立て１か月以上実行する（食事／運動／アルコール／禁煙）
※①②は職域の健（検）診・ドック可。受けた結果がわかるものを各提出窓口に持参ください。
※チャレンジシートの提出は１人１枚です。市成人検診受診券の封筒に同封しています。また、市ホームページからもダウンロードできます。

応 募 方 法

　　医療健康課健康推進係 ☎62‐6666問

※新型コロナウイルスの感染予防のため
　イベント等は延期または中止となる場合があります。

今年も
！
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長
い
冬
が
終
わ
り
、
よ
う
や
く
待

ち
わ
び
た
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

４
月
は
入
社
式
、
入
学
式
な
ど
が
あ

り
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
環
境
が
大

き
く
変
わ
る
時
期
で
す
が
、
体
調
に

気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
今
月
の
環
境
コ
ラ
ム
の

テ
ー
マ
は
「
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
で

す
。本
市
で
は
、ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー

ル
缶
の
２
種
類
を
回
収
し
て
い
ま

す
。ア
ル
ミ
缶
は
、ビ
ー
ル
や
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
の
缶
で
軽
く
て
柔
ら
か
く
、

ス
チ
ー
ル
缶
は
、
コ
ー
ヒ
ー
や
魚
の

缶
詰
な
ど
の
缶
で
重
く
て
硬
い
な
ど

の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
ア
ル

ミ
缶
に
焦
点
を
当
て
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
現
在
、
国
内
で
は
ア
ル
ミ
缶
の
使

用
量
が
増
え
て
き
て
お
り
、
２
０
１

８
年
で
は
約
33
万
ト
ン
で
90
％
以
上

が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
ア
ル
ミ
缶
の
約
７

割
は
、
も
う
一
度
ア
ル
ミ
缶
へ
生
ま

れ
変
わ
り
、
残
り
の
３
割
は
、
自
動

車
部
品
な
ど
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ル
ミ
缶
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
は
多
く
の
省
エ
ネ
効
果
が

あ
り
、
２
０
１
６
年
度
に
は
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
た
ア
ル
ミ
缶
の
約
26
万
ト

ン
は
、
ア
ル
ミ
の
原
料
で
あ
る
ボ
ー

キ
サ
イ
ト
か
ら
新
た
に
地
金
を
作
る

場
合
に
比
べ
て
、
電
力
量
に
換
算
す

る
と
約
77
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
が

削
減
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

国
内
の
全
世
帯
数
（
５
６
９
５
万
世

帯
）
の
約
15
日
分
の
使
用
電
力
量
に

相
当
し
ま
す
。
も
う
少
し
簡
単
に
言

い
ま
す
と
ア
ル
ミ
缶
を
１
個
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
と
液
晶
テ
レ
ビ
を
２
〜
３

時
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
電
力
量
の

節
約
と
な
り
ま
す
。
ア
ル
ミ
缶
を
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
は
、
ご
み
の
削

減
だ
け
で
な
く
、
省
エ
ネ
に
も
大
き

く
つ
な
が
り
ま
す
の
で
缶
の
リ
サ
イ

ク
ル
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
最
後
に
、
今
月
19
日
に
は
全
市
一

斉
春
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ

ま
す
。
き
れ
い
な

ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
こ
ち
ら
も
併

せ
て
積
極
的
な
ご

参
加
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■ 大館能代空港からのお知らせ
　空港周辺では、航空の安全を確保す
るため、一定の空域を障害物のない状
態にしておく必要があり、高さ制限が
設定されています。対象区域内で物件
等の設置工事や工事用クレーン等の使
用をする場合は、事前にお問い合わせ
願います。高さ制限を突出するか否か
の確認を行い回答いたします。
　なお、物件等にはアンテナ・ドローン
等も該当します。航空の安全確保を
図っていくため、皆さんのご理解とご
協力をお願いします。
　　大館能代空港管理事務所施設班
　　☎63‐1001

く ら し

ＤＭＯとは…地域観光資源に精通し、地域と協働で地域づくりを行う法人

ＤＭＯ 秋田犬ツーリズム便り

　この度、秋田犬ツーリズムでは、「デジタル街歩きマッ
プ」を大館・北秋田・小坂の各エリアで作成しました。
　このマップは、エリア内の飲食店情報や見どころなど
を網羅しているほか、スマートフォン等のＧＰＳ機能と
連動して活用できることから、観光客のみならず、地元
の皆様や近隣市町村の方も週末のお出かけに使えるよう
な楽しいマップとなっています。また、地域によっては、
古地図のマップを作成しておりますので、今昔も比較で
き、地域の「記憶」を
共有できるものとなっ
ています。

　　秋田犬ツーリズム ☎070‐2020‐3085問

　　高齢福祉課高齢福祉係 ☎62‐6639問

問

■鷹巣体育館　☎62‐3800
▶４/18（土）～19（日）大北中学校春季
総体バスケットボール大会＝鷹巣体育館
▶４/18（土）～19（日）・25（土）大北中
学校春季総体野球大会＝中央公園野球場
▶４/25（土）～26日（日）第64回高松宮賜
杯軟式野球北秋田予選（１部・２部）＝合川野球場
▶４/26（日）第59回全県選抜高等学校
柔道大会＝森吉総合スポーツセンター
▶４/26（日）第23回全県選抜高等学校女
子柔道大会＝森吉総合スポーツセンター

■鷹巣図書館　☎62‐1707
【開館時間】 ９時～19時

※土日、振替休日は17時まで
【４月の休館日】
１日、８日、15日、19日、22日、29日
■森吉図書館　☎72‐3192
【開館時間】 ９時～17時
【４月の休館日】
１日、８日、15日、19日、22日、29日

ス ポ ー ツ 図 書 館

■ 令和２年河田杯マラソン大館北秋田ロードレース
大会を中止します

　４月18日（土）に開催を予定しておりましたが、新型コロナ
ウイルス感染症の感染拡大防止という観点も含め、事務局で協
議を重ねたところ、安全な大会運営が困難な状況にあると判断
し、中止することといたしました。
　参加を予定していた方々には大変申し訳ございませんが、何
卒ご理解いただきますようよろしくお願いいたします。
　　鷹巣体育館 ☎62‐3800問

げんきワールド閉館
のお知らせ

げんきワールド閉館
のお知らせ

　介護予防の拠点施設として市民の皆
さまに利用されてきましたが、３月
31日をもって閉館いたします。これ
までご利用いただきありがとうござい
ました。
　なお、「介護予防教室」「まちかどカ
フェ」は令和２年４月から会場を市民
ふれあいプラザコムコムに移して継続
してまいりますので引き続きご利用く
ださい。

■ 令和２年度北秋田市ジュニア
陸上クラブ団員募集

対象 市内の小学３年生～６年生
練習日 月２回９時～10時30分
 （期間は５月～10月）
練習会場 鷹巣陸上競技場ほか
開講式 （日時）４月18日（土） 10時～
 （場所）市民ふれあいプラザ
申込方法 申込書を４月12日（日）ま

でに鷹巣体育館へ提出
※ 申込書は鷹巣体育館にあります。
年会費 2000円（開講式当日に徴収）
　　ジュニア陸上クラブ事務局（佐藤要）
　　☎080‐5563‐0658

■ 秋田県立美術館特別展
展覧会名 特別展「奇才・ダリ版画展」
開催日時 ４月11日（土）～５月31日（日）
 10時～18時
場所 秋田県立美術館
　　秋田県立美術館 ☎018‐853‐8686

■ 全市一斉春のクリーンアップ
～市民全員参加の環境美化運動にご協
力ください～
日時 ４月19日（日） 早朝１時間程度
※ 実施日や時間は、地区によって異な
る場合がありますので、自治（町内）
会長にご確認ください。

　　生活課環境係 ☎62‐1110

■ 点訳・音訳奉仕員養成講座
受講期間 ６月３日（水）～令和３年
 ３月３日（水） （全30回）
時間 10時～12時
受講料 無料
定員 点訳・音訳各講座10人程度
会場 秋田県点字図書館
申込受付 ４月１日（水）～
　　秋田県点字図書館
　　☎018‐845‐0031

問

問

問

問

北
秋
田
街
歩
き

デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
←

　月　　 日（水）５ 27
午前０時～午後９時午前０時～午後９時

人口：27,277人　参加：27回目
対戦相手対戦相手 北海道 名寄市北海道 名寄市

な よ ろ し

報告方法など、詳しくは５月号でお知らせします。

　チャレンジデー当日、市内で15分以上継続して
体を動かし、報告をしてください。

【参加方法】

【実施日】【実施日】

チャレンジデー
2020

北海道北部に位置し、夏冬の温度差が約60℃と寒暖の差
が激しい気候です。日本一のもち米の生産量を誇ります。

　　鷹巣体育館 ☎62‐3800問

森吉山 山開き森吉神社で
安全登山を祈願

【申込締切】
４月20日（月）▽ 集合時間 午前８時 30分

旧森吉スキー場 駐車場
〈申込方法〉　電話・ＦＡＸ・メール・郵送

５月３日（日）

▽ 集合場所

▽日時

　　　　商工観光課観光振興係 ☎62‐5370
✉kankou@city.kitaakita.akita.jp　　62‐5551
(郵送先)〒018‐3312 北秋田市花園町15‐1

問申

環　境
コラム
第34回

新
年
度
ス
タ
ー
ト

環
境
保
全
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う

～第９回「BM‐１グランプリ」開催中止のお知らせ～
　４月に開催を予定しておりました第９回BM‐１グランプリに関して、新型コロナウイルス感染症拡大
等の状況を鑑み、イベントの開催中止を決定いたしました。イベントを楽しみにされていた皆さまには、
たいへん残念なお知らせとなりますが、ご理解をいただきますよう何卒よろしくお願いいたします。

商工観光課商工労働係 ☎62‐5360問

おしらせ
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４月 ５月
29日
（水）

30日
（木）

１日
（金）

２日
（土）

３日
（日）

４日
（月）

●休
●休

５日
（火）

６日
（水）

●休

●休 ●休 ●休 ●休 ●休
●休

●休 ●休 ●休 ●休 ●休

７日
（木）

74

「
手
洗
い
し
よ
う
！
」

■ 林道維持管理団体の募集について
　北秋田市では、地域との協働により
林道の維持管理を実施しています。維
持管理団体として申請のあった団体に
対して、林道延長に応じて補助金を交
付し、活動を支援しています。
事業対象 北秋田市林道台帳に登載さ

れた林道およびこれに準ずる
ものと市長が認めた林道等

補助対象事業
① 林道維持管理として実施する草刈り、
側溝整備、路面敷砂利等

② 林道内の巡回パトロール及び状況報
告

③ その他、林道の維持管理に必要と認
められること

※ 交付申請方法等については、お問い
合わせください。

　　農林課林業振興係 ☎62‐5517

　　高齢福祉課
　　高齢福祉係
　　☎62‐6639

問

　　生活課環境係 ☎62‐1110問

■ ４月から合川地区において定
例行政相談所を開設します

日時 毎月第１金曜日　13時～15時
場所 老人憩の家ことぶき荘
行政相談委員　畠山尋子さん
　　総務課総務係 ☎62‐1111

く ら し く ら し ■ 第11回戦没者等特別弔慰金
　特別弔慰金は、遺族年金等の受給を
受ける方が死亡等でいない場合に、国
として弔慰の意を表すため、三親等内
親族のうち、最も優先順位の高い方に
記名国債を支給するものです。
　市では、第11回特別弔慰金の申請の
受付を行っています。請求期間を過ぎ
ると弔慰金の受け取りができなくなり
ますので、ご注意ください。なお、請求

者の条件など、詳細についてはお問い
合わせください。
※ 前回特別弔慰金受給者には４月上旬
に申請書類を送付します。

支給内容 額面25万円、５年償還の記
名国債

請求期間 令和２年４月１日（水）～
 令和５年３月31日（金）
　　福祉課地域障がい福祉係
　　☎62‐6637

■ クマに注意してください！
　今年は暖冬のため、ツキノワグマが
例年よりも早く冬眠から目覚め、行動
をはじめます。早朝と夕方の薄暗い時
間帯の外出は控えましょう。クマの生
態や対策について再度確認し、被害を
未然に防ぎましょう。
　　農林課林業振興係 ☎62‐5517
　　北秋田警察署 ☎62‐1245

■ 野生動物の目撃情報をお寄せ
ください

　昨年度はツキノワグマのほか、イノ
シシ、ニホンジカ、ニホンザルの出没も
確認されています。野生動物を目撃し
た際は、目撃場所や時間、大きさなどで
きるだけ詳細に教えていただくことで
被害対策が迅速に実施できますので、
ご協力をお願いいたします。
　　農林課林業振興係 ☎62‐5517
　　北秋田警察署 ☎62‐1245

問 問問

問
問

　測定の結果、秋
田県の通常レベル
を超える数値は観
測されていません。

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
クリーンリサイクルセンター前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.04
0.04
0.04
0.05
0.03
0.03
0.02

測定結果

（単位：マイクロシーベルト毎時）

北秋田市環境放射線量測定結果
空間線量調査（３月６日測定）

※県の通常レベル
　0.022～0.086

問い合わせ
生活課環境係
☎62̶1110

【
期
間
】 ※

土
日
祝
祭
日
を
除
く　

　

４
月
１
日（
水
）〜
６
月
１
日（
月
）

【
時
間
】　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

【
場
所
】　
▽
税
務
課
（
宮
前
町
庁
舎
）

　
　
　
　
▽
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】　
市
内
に
所
在
す
る
土
地
、

家
屋
の
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

及
び
納
税
管
理
人
又
は
そ
の
代
理
人

【
必
要
な
物
】　

　
印
鑑
／
本
人
確
認
書
類
／

　
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
の
み
）

　

 

税
務
課
市
税
係 

☎
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１
１
１
６

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す

問

　市では、障害をお持ちの方がタクシーを利用する
際のタクシー運賃の一部を補助するため、タクシー
利用券を４月から交付します。 ◆身体障害者手帳の１級、２級、３級に該当する方

◆療育手帳（Ａ）に該当する方
◆精神障害者保健福祉手帳の１級に該当する方

≪対象者≫ ※在宅で生活する方に限る

身体障害者等福祉タクシー利用券を交付します

【申請に必要な物】
▽障害者手帳（身体障害者手帳、療育手帳、精神障
害者保健福祉手帳）

▽印鑑
　　　　福祉課地域障がい福祉係 ☎62‐6637
　　　　※各総合窓口センターでも申請できます。
問申

施設の名称等

クリーンリサイクルセンター
鷹巣埋立地
長下処分場
鷹巣斎場／清幸苑
し尿の汲取り

生活課関連施設ゴールデンウィーク中の休業日

　この度の見直しは、料金体系を明確にし負担の公平性を図るとともに、今後も外出支援サービス事業を継続していくため
に必要な改正です。ご理解とご協力をお願いします。

旧町間ごとの「定額料金制」から「走行距離制」に変更となります　※下表のとおり

料金表の改正により、現行の料金
を上回る場合の「緩和措置」を右
記のとおり実施します。

高齢者障害者等外出支援サービス

０㎞以上～２㎞未満
２㎞以上～４㎞未満
４㎞以上～６㎞未満
６㎞以上～10㎞未満
10㎞以上～15㎞未満
15㎞以上～20㎞未満
20㎞以上～25㎞未満
25㎞以上～30㎞未満

距　離距　離 負担金負担金
400円
500円
600円
800円
1,000円
1,300円
1,600円
1,850円

400円
500円
600円
800円
1,000円
1,300円
1,600円
1,850円

30㎞以上～35㎞未満
35㎞以上～40㎞未満
40㎞以上～45㎞未満
45㎞以上～50㎞未満
50㎞以上～55㎞未満
55㎞以上～60㎞未満
60㎞以上～65㎞未満
65㎞以上～70㎞未満

2,100円
2,350円
2,600円
2,850円
3,100円
3,350円
3,600円
3,850円

2,100円
2,350円
2,600円
2,850円
3,100円
3,350円
3,600円
3,850円

70㎞以上～75㎞未満
75㎞以上～80㎞未満
80㎞以上～85㎞未満
85㎞以上～90㎞未満
90㎞以上～95㎞未満
95㎞以上～100㎞未満

4,100円
4,350円
4,600円
4,850円
5,100円
5,350円

4,100円
4,350円
4,600円
4,850円
5,100円
5,350円

距　離距　離 負担金負担金 距　離距　離 負担金負担金

※100㎞以上の場合は、5,350円に５㎞
までごとに250円を加算した額を負
担金とします。

令和２年４月１日から
利用者負担金が変わります！

利
用
者
負
担
金【
改
正
後
】

年 目
１年目
２年目
３年目

適 用 期 間
令和２年４月１日～令和３年３月31日
令和３年４月１日～令和４年３月31日
令和４年４月１日以降

実 施 内 容
増分の３割分を実施
増分の６割分を実施
増分の完全実施
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■ 農業委員を募集します
　農業に関心のある方は次の内容によ
り奮ってご応募ください。
応募方法
　自薦又は他薦（団体推薦又は農業者
３人以上の連名で推薦）。応募用紙に必
要書類を添えて、持参により下記申込
先に提出してください。応募用紙は農
業委員会事務局および各総合窓口セン
ターの窓口に配置しているほか、市ホー
ムページからダウンロードできます。
受付期間 ４月１日（水）～30日（木）
 ８時30分～17時15分
任期 令和２年７月20日～
 令和５年７月19日まで
定員 37人
※ 詳しくは広報きたあきた３月号及び
市ホームページをご覧ください。

　　農業委員会事務局 ☎62‐6609

し ご と

　　　　　･･･鷹巣字平崎上岱13‐2★

簡易耐火２階４戸建３ＬＤＫ 月額13,700円～30,000円

　　　　　･･･綴子字胡桃館２★

簡易耐火２階６戸建３ＬＤＫ 月額16,200円～36,500円

　　　　　･･･綴子字高野尻90‐2

木造平屋２戸建１ＬＤＫ 月額14,700円～33,800円

　　　　･･･福田字明田43★

木造平屋１戸建３ＤＫ 月額11,600円～16,600円

　　　　　･･･川井字五郎左ェ門田の沢5‐6★

木造２階４戸建２ＬＤＫ 月額18,200円～41,900円（共

益費400円）

　　　　･･･本城字上悪戸31‐1★

木造平屋２戸建２ＬＤＫ 月額18,300円～42,000円

　　　　　･･･阿仁比立内字狐台13‐1★（単身要相談）

木造平屋１戸建３ＤＫ 月額10,000円～21,200円

　　　　･･･阿仁水無字上岱64‐2★

木造平屋１戸建３ＤＫ 月額14,900円～25,800円

　　　　･･･阿仁水無字畑町東裏147（共益費200円）

▽木造平屋４戸建２ＬＤＫ 月額23,200円～53,300円★

▽木造平屋４戸建３ＬＤＫ 月額26,300円～60,400円★

　　　　　　　　　　　　　･･･鷹巣字東中岱51‐1

鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ 月額40,300円

（共益費800円、駐車場使用料1,400円/台）

　　　　･･･上杉字上屋布岱61‐47★

木造平屋１戸建４ＬＤＫ 月額47,000円～80,000円 

※★印の住宅は単身入居できません

各住宅の設備等については、市のホームページをご覧にな
るか、お問い合わせください。（現地案内も行っています）

【入居資格】　収入基準を満たすこと／住宅に困窮している
ことが明らかなこと／市税等を滞納していないこと
【敷金】　家賃の３か月分（退去時までの預り金）
【募集期間】　第１回　４月１日（水）～７日（火）
　　　　　　第２回　４月15日（水）～21日（火）
【申込み先】　都市計画課（森吉）／生活課（鷹巣）／
　　　　　　合川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

※土日祝除く

市営住宅入居者募集

　　都市計画課都市計画住宅係 ☎72‐5246問

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

南鷹巣団地

胡桃館団地

高野尻団地

明田団地

田ノ沢団地

御嶽団地

比立内団地

上岱団地

畑町団地

サンコーポラスなかたい住宅

上杉団地

南鷹巣団地

胡桃館団地

高野尻団地

明田団地

田ノ沢団地

御嶽団地

比立内団地

上岱団地

畑町団地

サンコーポラスなかたい住宅

上杉団地

■ 求職者向け職業訓練生の募集
訓練科（定員）
テクニカルオペレーション科（15人）
訓練期間
６月２日（火）～11月27日（金）（６か月）
時間 ９時20分～15時40分
場所 ポリテクセンター秋田（潟上市）
募集期間 ４月23日（木）
受講料 無料（テキスト代別途）
応募資格 ハローワークに求職申し込

みをされている方
申込先 最寄りのハローワーク
　　ポリテクセンター秋田
　　☎018‐873‐3178

■ 協会けんぽの保険料率が変わります
　健康保険料率は、４月納付分から
10.25％（現行10.14％）へ引上げとな

ります。また、40歳から64歳までの方
に対する介護保険料率は全国一律
1.79％（1.73％）へ引上げとなります。
　　全国健康保険協会秋田支部
　　☎018‐883‐1841

■ 「しんくみはばたき奨学金」奨
学生募集

　秋田県信用組合では、返還不要の給
付型奨学金の奨学生を募集します。
募集期間　４月１日（水）～15日（水）
受給資格
　秋田県内の高等学校および工業高等
専門学校に在学の母子家庭・父子家庭
の学生で、本人および保護者が秋田県
内に住所を有している方
募集人員 30人
給付金額 年額一人当たり10万円
※ 申込書類は、県内の各本支店で配布
しています。

　　秋田県信用組合総務部
　　☎018‐831‐3551

く ら し

問

問

問

問

下水道の使用区域が拡大されました。令和元年度
鷹巣処理区

　下水道は、皆さんの快適な暮らしの実現は元より、美しく良好な環境の形成や公共用水路（河川等）の
水質向上・保全、伝染病の予防など皆さんの健康にも深く関わる大切な役割を担っています。

▷坊沢字深関街道下の一部
▷坊沢字深関沢の一部
▷綴子字作坂の一部

供用開始済
令和２年４月１日供用開始

供用開始済
令和２年４月１日供用開始

▷栄字前綱
の一部

栄

県道大
館・鷹

巣線

たかのすモール

Ｊ
Ａ‐

Ｓ
Ｓ

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

秋田トヨ
タ

たかのす
店

県北自動車学校

深関

斗
和
多
神
社

あ
さ
ひ
団
地

深関会館

　　都市計画課下水道係
　　☎72‐5248
問

≪一次試験≫
期日 ５月31日（日） ／ 試験会場 北秋田市役所本庁舎
問題形式（一般行政・建築士・土木技師共通）
【教養試験】５肢択一式（40題・２時間）／【性格特性検査】（150題・20分）

≪受験申込書の配布・受付≫
配布／受付 ５月15日（金）まで 〈受付時間〉 ８時30分～17時
　　　　　※郵送での申し込みは５月15日（金）必着
配布・受付場所 北秋田市総務部総務課

※受験申込書は郵送で請求できるほか、市ホームページから
　もダウンロードできます。

～詳しくは市ホームページをご覧ください～

大学卒業程度一般行政 【採用予定】５～６人程度
建築士                       【採用予定】１人
土木技師                    【採用予定】１人

≪試験区分≫

北秋田市職員採用試験

　　　　〒018‐3392 北秋田市花園町19‐1
　　　　北秋田市総務課総務係 ☎62‐1111
問申

補助額（補助対象経費×補助率＋加算額）

日頃、感じていることを行動にしてみませんか

　申請方法

　市では、今年度も自発的に地域課題の解決や地域振興な
どに取り組む団体を応援します。

市民提案型まちづくり事業補助金

１回目 ４月14日（火）／２回目 ６月16日（火）
３回目 ８月17日（月）／４回目 10月19日（月）

募集
締切

　申込書に必要事項を記入し、生活課地域推進係に
　提出ください。
※申込書等は、各庁舎と各公民館へ備え付けるほか、
　市のホームページにも掲載します。

補助対象経費
10万円以下

10万円を超え30万円以下
30万円を超え50万円以下
50万円を超える

補助率
90％以内
80％以内
70％以内
60％以内

加算額
―
１万円
４万円
９万円

《
補
助
率
と
加
算
額
》

　　　　生活課地域推進係 ☎62‐6628問申
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２月16日～３月15日届出分

ご誕生おめでとう
　　　　ございます

慶 弔 だ よ り

おくやみ申し上げます

熊谷　太 郎

小笠原ケイ子

佐 藤 ヒ サ

戸 嶋 ヤ ヱ

長 崎 春 治

津谷ロサーナ

藤 嶋 武 彦

宮 野 京 子

成 田 正 一

村 上 ス ミ

畠 山 ヤ ヱ

神 成 マ サ 子

大 川 勇 　

畠 山 芳 子

田 村 ト シ
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前 山

前 山

坊 沢 大 町

新 屋 敷 町

緑 ヶ 丘

緑 ヶ 丘

綴 子 下 町

綴 子 下 町

田 中

掛 泥

高 野 尻

住 吉 町

材 木 町

宮 前 町

南 鷹 巣
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松 尾 重 行

藤 原 ミ ヱ

本 間 典 子

長 岐 郁 子

九 嶋 ヒ デ

長 田 樹 大

工 藤 安 雄

船 木 征 次

木 村 健 悦

三 澤 行 雄

金 田 友 治

小 笠 原 カ ネ

芳 賀 サ ト

成 田 憲 一

福 田 豊 彦
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浅 村 靜 江 子

吉 田 敏 雄

石 﨑 信 夫

森 川 ヨ シ ヱ

柴 田 福 治

庄 司 チ マ

庄 司 テ ツ ヱ

山 田 三 男

上 杉 キ ヌ 子

佐 藤 ま り 子

笠 井 忠 信

佐 藤 イ ソ ヱ

上 杉 政 𠮷
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人口と世帯数
※２月29日現在の住民基本台帳による

総人口 31,369人（47人減）【174人】
男　 14,697人（24人減）【　22人】
女　 16,672人（23人減）【152人】
　　出生 ７人　　転入 34人
　　死亡 54人　　転出 34人

世帯数 14,002世帯（５世帯減）【168世帯】
※【　】は、うち外国人住民

津 谷 　 椿

九嶋亜衣奈

佐 藤 希 幸

津 谷 海 稜

松 岡 悠 柊
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佐 藤 悠 平
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国民健康保険合川診療所
阿 仁 診 療 所
奈 良 医 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
北 秋 田 市 民 病 院
児 玉 内 科 ク リ ニ ッ ク
たむら内科クリニック
まるや耳鼻科クリニック
近 藤 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
毛利整形外科クリニック
米 内 沢 診 療 所
阿 仁 診 療 所
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
津 谷 内 科
う え だ ク リ ニ ッ ク
北 秋 田 市 民 病 院
たむら内科クリニック
近 藤 医 院
まるや耳鼻科クリニック
奈 良 医 院
児 玉 内 科 ク リ ニ ッ ク
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
う え だ ク リ ニ ッ ク
米 内 沢 診 療 所
北 秋 田 市 民 病 院
毛利整形外科クリニック
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（診療時間 18：30～21：00）
夜間当番医（ 　）日程表夜間

診療

電話番号医療機関名日 曜お二人の前途を
　　　　 祝福します

「くらしのガイドブック」北秋田市
を発行します！

　北秋田市では、株式会社サイネックスと共同で「くらしのガイ
ドブック」を作成し、令和２年７月末頃に発行する予定です。
　くらしのガイドブックは、市の各種手続きや施設案内に関する
行政情報、自然や文化・特産品などの地域情報を掲載した情報誌
で、市内全世帯に配布予定です。

ー 広告掲載のお願い ー
　発行にあたり、共同発行事業
者である株式会社サイネックス
の担当者が市内事業者などへ有
料広告掲載のご案内とお願いに
伺います。
　ご理解とご協力をお願いしま
す。
【広告掲載についてのお問い合わせ先】
株式会社サイネックス秋田営業所
☎018‐833‐6700

　　総合政策課広報係 ☎62‐6608問 ※写真はイメージです※写真はイメージです

寿
佐藤サトさん（木戸石）
大正９年２月25日生まれ 寿

戸嶋多七さん（舟見町）
大正９年３月４日生まれ

寿
畠山スヱさん（舟見町）
大正９年３月５日生まれ 寿

津谷スミさん（旭町）
大正９年３月12日生まれ

100歳おめでとうございます100歳おめでとうございます

■ 北秋田市民病院 休診日
【休診日の変更】
▷眼科＝毎週火・水・金曜日
　　北秋田市民病院 ☎62‐7001

■ 市長交際費《２月》
▷慶弔費　30,000円（２件）
▷会　費　33,700円（８件）
▷その他　　　　0円（０件）
▷合　計　63,700円（10件）
※ 交際費は市長代理で副市長等が
出席している分も含んでいます。

■ 入札結果の公表《２月》
《250万円以上の契約状況》
▶四季美館トイレ洋式化工事／
3,423,200円／(有)トシ設備工業
　　財政課財政係 ☎62‐6607

お し ら せ

　市では新型コロナウイルスに関する情報
（感染予防・イベント状況）を市HP、SNS
等で発信しています。
　QRコードを読みとるとアクセスできます。 Twitter Facebook Instagram

問

問

市ホームページ
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　　 商工観光課観光振興係 ☎62‐5370 問


